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各発行者の記号は以下の通りである。 

Ａ 東京書籍  
Ｂ 大日本図書 
Ｃ 教育図書 
Ｄ 開隆堂 
Ｅ 学校図書 
Ｆ 三省堂 
Ｇ 教育出版 
Ｈ 教育芸術社 
Ｉ 光村図書 
Ｊ 帝国書院 
Ｋ 大修館 
Ｌ 啓林館 
Ｍ 山川出版 
Ｎ 数研出版 
Ｏ 日本文教 
Ｐ 学研教育 
Ｑ 自由社 
Ｒ 育鵬社 
Ｓ 学び舎 
Ｔ あかつき 
Ｕ 日本教科書 



1 

 

選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 国語 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

〇｢本編｣｢基礎編｣｢資料

編｣の 3 部で構成され、

｢基礎編｣では言葉の力

を身に付けるための資

料が掲載され、｢資料編｣

には学習に役立ち、学び

を深化できる資料が掲

載されている。 

〇「読む」領域の学習材

末の「てびき」では、学

習の目標や活用例が明

記され、学習に見通しが

もてるよう工夫されて

いる。(1 年 p.104） 

〇本編の「学びの扉」の

内容を巻末の基礎編「学

びを支える言葉の力」で

深く学べるように工夫

されている。 

（2年p.54、230） 

〇「読む」領域では「い

つものように新聞が届

いた～メディアと東日

本大震災」など社会的に

話題となった事柄と関

連する学習材が取り上

げられている。 

（3年p.184） 

○ 1年古典教材導入で

は、「浦島太郎」を取り

上げ、身近な童話との関

連を示し、今もなお親し

まれる古典へ興味・関心

を引き出す工夫がされ

ている。(1年p.126) 

○オリジナルキャラク

ターや「学びの扉」での

漫画の活用により、主体

的な学びに導くよう工

夫されている。 

（1年p.106） 

〇2 年｢ハトはなぜ首を

振って歩くのか｣など、

文章と図表を結び付け

て読むことを通して、生

徒の「読む力」を育成す

るよう工夫されている。

(2 年 p.55) 

〇読書への招待、読書案

内、著名人の読書のすす

め等、書籍紹介ページを

設け、読書活動ととも

に、図書館利用や情報活

用を促す工夫がされて

いる。（1 年 p.287～291） 

〇他教科との関連があ

るページには、マークが

ついており、国語で学ん

だことを他教科の学習

に生かすことができる

よう工夫されている。 

（1 年 p.172） 

〇巻末の「言葉を広げよ

う」では、表現の幅を広

げるために役立つ言葉

が一覧で記してあり、生

徒の語彙を増やす手立

てが講じられている。 

（3 年 p.399） 

〇二次元コードが記さ

れており音声や映像を

確認できたり、ゲーム感

覚で問題を解いたり、家

庭学習にも活用できる。 

(1 年 p.32、p.130～336) 

○１年生最初の教材は

文字や行間を大きくし、

1 年生への配慮がされて

いる。また、1・2 年では

小学校６年の漢字問題

が付され、小中連携が図

られている。 

（1 年 p.14、222、 

2 年 p.226） 

〇レポートや新聞、手

紙、多様な形式の話合い

やスピーチ等を取り入

れ、他教科の学習との連

携や生活を支える言語

能力の育成が図られる

よう工夫されている。 

〇巻頭カラーページや

各単元の扉には、季節感

のある写真、四季を味わ

う言葉や詩歌などを置

き、感性を磨く場として

の工夫がされている。 

Ｆ 

〇本編と資料編の2部構

成となっている。資料編

では，実践的な方法や社

会生活で役立つ知識が

まとめてある。本編の

「読む」領域では比較・

仮定・関連付けなど情報

整理の仕方について学

びやすく配置してある。 

(1年p.28、74、190) 

〇「学びの道しるべ」で

学習の流れを示し、生徒

の主体的な学びに繋が

るよう工夫されている。 

（1年p.28） 

〇「読む」領域では各学

習材に「読み方を学ぼ

う」を置き、3 年間で 22

種類の読み方スキルを

身に付けられるよう図

示されている。 

（1 年 p.76、巻末） 

〇2 年｢心を込めてわか

りやすく書く｣では、SNS

を含む文字によるコミ

ュニケーションについ

て考え実践することを

通して、主体的に生活に

生かすことができるよ

う工夫されている。 

(2 年 p.52) 

〇古典の学習では出典

の作品成立時期を年表

で示し、視覚的にとらえ

やすいよう工夫されて

いる。(1 年 p.127) 

〇各学年とも「歌の言

葉」として有名歌手の一

作品を載せ、言葉への興

味・関心を持つよう工夫

されている。（3年 p.206） 

〇全学年の第 6 単元に、

複数の情報を関連づけ

ながら現代の課題につ

いて考える学習を設定

し、系統的に自分の考え

を形成する力を伸長し

ていくことができるよ

う工夫されている。 

(2 年 p.142) 

〇全学年の巻末に「小さ

な図書館」という書籍紹

介がされ、読書活動への

興味関心を高める工夫

があり、実際に「読む」

領域の教材も幅広い分

野の作品が掲載されて

いる。 

〇各学年に「情報を関連

づける」という単元が設

けられ、複数の情報を関

連づけて考えをまとめ

る学習活動が設定され

ている。 

〇巻末の資料編に情報

活用のページや、メモの

取り方や話し合いの仕

方、各種文章の書き方等

の実生活に生かせる内

容が網羅されている。 

〇｢読書の広場｣の二次

元コードのリンク先に

は、参考になる図解が掲

載され、学びを生かすこ

とができるよう工夫さ

れている。(2 年 p.255) 

〇｢日本文学名作集｣と

して、各時代の代表的な

作品とその冒頭を年表

上に示し、歴史学習とと

もに理解を深めること

ができるよう工夫され

ている。(2 年 p.304) 

〇確かな言葉の力を身

につけるために「読み方

を学ぼう」という読み方

スキルの学習を効果的

に配置し、生徒の主体的

な学びにつながるよう

工夫されている。 

〇古典の学習資料には

写真や絵が多く取り上

げられ、中学生を古典の

世界へといざなう仕掛

けが工夫されている。 

（1 年 p.116～125) 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 国語 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｇ 

〇各学年とも巻頭に「学
ぶ内容と身につけたい
言葉の力」・「教科書の
構成」を記し、国語学習
の概要をまとめられて
おり、学習に見通しが持
てるよう工夫されてい
る。（p.6～11） 
○国連の「持続可能な開
発目標（SDGｓ）」との関
連を示し、社会・世界と
の関わりを考えさせる
よう工夫されている。 
 

〇｢学びのチャレンジ｣
では、幅広い文種の教材
を用いて、図表やグラ
フ、文字以外の情報と文
章を関連付けて読み、考
えを形成して表現する
活動に取り組むことが
できるよう工夫されて
いる。(3 年 p.208) 
○「読む」領域では、教
材の「みちしるべ」で作
品に対する読み深めや、
自分の考えをもつこと
ができるよう配慮され
ている。(2 年 p.34) 

〇メディアと表現では
漫画独自の表現方法を
捉えることを目標とす
るなど、生徒になじみの
ある漫画を記載し、興
味・関心を持つことがで
きるよう工夫されてい
る。（1 年 p.226） 
〇「読書への招待」では、
近代文学作品を掲載し
たうえで、作者の人生や
人物像を表や写真を用
いて紹介しており、時代
背景や作者の興味をも
つことができるよう工
夫されている。 
（1 年 p.135～137） 

○教材ごと、単元ごとに
関連図書を紹介してお
り、並行読書を促すとと
もに、分野を網羅した読
書活動へつながるよう
工夫されている。 
〇「広がる本の世界」と
して、9 回にわたって全
90 冊の本を紹介するな
ど読書活動につながる
記載を多く取り入れて
いる。（1 年 p.28) 
〇1年の言葉の小窓 2「日
本語の文字」では、平仮
名、片仮名、漢字などの
文字の成立の歴史を一
度に理解できるよう工
夫されている。 
（1 年 p.166、264） 

○情報化社会における
情報活用のみならず、情
報モラルの点で考えさ
せられる内容が読み物
教材で取り上げられて
いる。 
(1年 p.62、64、2年 p.84、 
3 年 p.60、64） 

〇巻末の「言葉の自習
室」では、多角的に学習
を深められるよう、「百
人一首・十二支・原稿用
紙の使い方」に関する情
報が記されている。 
（1 年 p.306) 

〇「ふるさとを巡る」で
は、文学にゆかりのある
全国各地の風景を写真 
掲載し、作者や作品と共
に確認できるよう工夫
されている。 
〇各学年の学習教材の
中には「まなびリンク」
が設定されており、補助
資料や外部サイトで関
連情報を知ることがで
きる。（全学年 p.12) 
〇教材冒頭の「学びナ
ビ」で単元のポイントが
分かりやすく説明され
ており、予習にも取り組
みやすいよう工夫され
ている。 

〇教材冒頭の「学びナ
ビ」で、単元の目標と学
び方のポイントを確認
して学習の見通しをも
ち、｢みちしるべ｣を参考
にしながら学びを深め、
｢振り返り｣で学びを自
覚できるよう工夫され
ている。 
〇国連の「持続可能な開
発目標」の視点で教材が
精選され、実社会におけ
る様々な問題を提起し
ている。 
〇「文法の小窓」、「言
葉の小窓」では会話の形
式を用いて、日常の題材
から問題提起し取り組
みやすくなるよう工夫
されている。 

Ｉ 

〇説明的文章の教材と
して「ダイコン」「だま
し絵」など、図や絵を多
く用いた教材を配置し、
文章と図表を結びつけ
て読むことができるよ
う工夫されている。 
(1 年 p.42～49) 
〇１年「言葉を集めよ
う」や「語彙を豊かに」
では語彙の質と量を高
めるために多数の言葉
が分類されて並べられ
ている。（1 年 p.80、300） 

〇1 年生の最初に音読や
発表の仕方、ノートやメ
モの取り方、辞典の使い
方などの確認をしてか
ら、中学校の授業に向か
えられるよう配慮され
ている。（p.16～20） 
〇各教材の終末の「学
習」は、振り返りとして
「何ができるようにな
ったか」を自分の言葉で
書く設定となっており、
理解したことを言語化
できるよう工夫されて
いる。(1 年 p.50、51) 

〇古典導入の 1 年｢古典
の世界｣では 3 年間で触
れる古典教材の概略を
紹介し、関心を持たせる
とともに、現代と変わら
ないものの見方や感じ
方、想像力等に気付くこ
とができるよう工夫さ
れている。(1 年 p.156) 
○レオナルド・ダ・ヴィ
ンチの「最後の晩餐」を
題材に、絵画を折り込み
ページで大きく掲載す
るなど、興味・関心をも
って読み深めることが
できるよう工夫されて
いる。（2 年ｐ.171～174） 

〇巻頭折り込みページ
に「思考の地図」と題し
て、各学年の発達段階に
適した思考ツールが紹
介されており、学習で思
考が深められるよう工
夫されている。（p.9、10） 
〇｢学習の窓｣では、汎用
的な読みのポイントを
図解しながらわかりや
すく解説している。また
巻末では、年間で学ぶ読
みの力を一覧にまとめ
て表示している。 
(1 年 p.50、266) 

○巻末には，下学年の漢
字の一覧があり、特に１
年では手書き風の書体
で書かれた漢字が掲載
され、漢字の定着に向け
て配慮されている。 
(1 年 p.258) 
〇３年｢実用的な文章を
読もう｣や｢報道文を比
較して読もう｣では、情
報伝達の工夫や相手意
識を理解する学習を通
して、論理的思考力や情
報活用力を身に付ける
ことができるよう工夫
されている。 
(3 年 p.62、64) 

○「ことわざ・慣用句」
では、人権的な配慮が必
要な言葉もあることが
明記されている。 
（3 年 p.118） 
〇3 年では「日本文学の
流れ」として、日本文学、
国語史、外国文学、時代
ごとの主な出来事が時
系列で書かれており、日
本文学の大きな流れを
一目で掴めるよう工夫
されている。 
（3 年 p.278～283） 

〇「読むこと」教材の「学
習」ページに一連の学習
過程を示し、各単元で重
点を置く過程を強調す
ることで、身に付ける力
を意識して学習が進め
られるよう工夫されて
いる。 
〇裏表紙には「色の名
前」など（2 年）、日本語
の持つ言葉の豊かさ・美
しさを身近に味わえる
よう配慮されている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 書写 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

〇基本単元では、「見つ
けよう」で文字から「書
写のかぎ」を見つけ出し
たり、「生かそう」で「書
写のかぎ」を他の文字に
応用したりする活動を
通して、思考力、判断力、
表現力を養えるよう配
慮している。 

〇学習の流れや情報の

軽重がわかりやすいよ

うなレイアウトにし、紙

面上の色の数や分量を

抑制することで、生徒の

集中を妨げないよう配

慮している。 

（p.34～35、36～37） 

〇基本単元は、硬筆文字
を題材に導入を図り、毛
筆で書いて確認し、硬筆
で他の文字を書くこと
で定着を図るという展
開で、硬筆と毛筆の関連
を図っている。 
（p.36、50） 

〇行書の特徴的な動き

を四つに類型化し、行書

の字形を形作る書字動

作を意識しながら書け

るようにしている。 

（p.32～39、50、52、56） 

〇巻頭の「書写で学ぶこ
と」「書写の学習の進め
方」で、何を、どのよう
に学び、何ができるよう
になるのかを考えるこ
とで、見通しをもって主
体的に学習に取り組め
るように配慮している。 
（p.2、4） 

〇単元末の「振り返って

話そう」では、学んだこ

とを説明するという対

話的活動を取り入れて、

確かな理解につながる

自己評価ができるよう

促している。（p.14、50） 

〇文字文化コラム「文字
のいずみ」を設けて、文
字の歴史や用具・用材・
手書き文字と活字、社会
の中で使われる手書き
文字など、伝統的なもの
から現代に生きるもの
まで幅広く取り上げ、文
字文化を継承・発展させ
る態度を養うよう工夫
している。（p.19、28、 
40、48、61、72、84、94） 

〇国語や他教科の学習
と連動している単元・教
材には、教科書関連マー
クをつけて意識づけを
図っている。D マークで
関連する国語の教科書
ページなどを見つける
ことができる。（p.28） 
〇活用単元「生活に広げ
よう」では、国語との連
携を図り、手紙やポスタ
ー、本のポップ、パンフ
レットなど言語活動と
関連する教材を積極的
に取り上げ、学んだこと
を生かす力が身につく
ように配慮している。 

（p.26、64） 

〇学習者用デジタル教
科書は、総ルビ・分かち
書きで表示する機能を
搭載している。 
〇右利きでも左利きで
も教材文字が見やすい
ように、原則として教材
文字を上に書きこみ欄
を下に配置している。 
（p.36、38） 

〇D マークのある単元で

は、教科書上の QR コー

ドや URLからインターネ

ットを活用して、教材文

字の動画を見ることが

できる。授業の効率化に

役立つよう工夫してい

る。 

○生徒自ら、課題を発見

し、知識･技能の向上を

めざすことができる。更

に、「対話的な学び」を

想定した振り返りが設

定されている。 

○国語科の教科書と関

連させると、学習効果が

高くなると思われる。 

Ｆ 

〇教科書冒頭に「基礎
編」を設け、姿勢や用具
の扱い方などを丁寧に
解説している。 
（p.8～12） 
〇各教材冒頭に「書き方
を学ぼう」を設け、学習
のポイントを明確に提
示している。（p.14,50） 

〇巻末に「資料編」学習

場面・社会生活での書字

をサポートする例を豊

富に示している。 

（p.82～128） 

〇各教材を見開き２ペ
ージで構成し、何を、ど
の順番で学習すればよ
いかがひとめでわかる
レイアウトにしている。 
（p.38～39） 

〇「目標」「書き方を学

ぼう」「見つけよう・考

えよう」「毛筆で書こう」

「学習を振り返ろう」

「書いて身につけよう」

「振り返ろう」など、ア

イコンを配置し、学習活

動の内容や流れが直感

的に捉えられるよう工

夫している。 

〇学習の見通しが持ち
やすいよう、教科書冒頭
で「学習の流れ」につい
て解説している。（p.5） 
〇各教材に「目標」「振
り返り」を設け、生徒自
身が主体的に学習に臨
めるようにしている。 

〇各教材の「見つけよ

う・考えよう」や学習末

教材の「やってみよう」

では、生徒同士の対話を

通して書写の学習を深

められよう工夫してい

る。 

〇文字の解説図版は、朱
墨を使った 2 色使いや、
筆の移動を示すマーク
などを用いることで、視
覚的に理解できるよう
工夫している。 
〇「基礎編」では、書写
の学習に役立つ動画資
料として、デジタルコン
テンツを提供している。
教科書に掲載している
二次元コードを読み取
ることで、硬筆・毛筆の
姿勢や持ち方、筆の運び
方、用具の扱い方など基
礎的な内容を確認でき
るようにしている。 
（p.8、10、12） 

〇各学年末の「やってみ
よう」に国語との関連教
材を配置することで、書
写の学習内容を活用で
きるようにしている。 
（p.48、66、76） 

〇他教科（数学、理科、

社会、英語等）との関連

教材を設け、教科横断的

な学習ができるよう工

夫している。 

〇毛筆で書いて習得し
たことを他教科の学習
や日常生活・社会生活で
も活用できるように、硬
筆による書きこみペー
ジを全 10 教材分設けて
いる。（p.20～23） 

 

○全般的に硬筆教材が

多く、書き込みのページ

が充実している。点画の

基本を学びやすい構成

となっている。 

 



4 

 

選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 書写 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｇ 

〇各学年で、書初めや季
節の行事での活用例を
扱うことで、書写の能力
が生活の中の様々な行
事に生きていることが
実感できるようにして
いる。 
〇中学校と小学校とで
同じ図版を用いること
で、既習事項に新しい学
習内容を無理なく積み
重ねていけるようにし
ている。 

〇日常生活や学習活動
における生きてはたら
く書写力が育成できる
ように、硬筆と毛筆を関
連させ、毛筆学習の成果
が確実に硬筆学習につ
ながるように教材構成
を考えている。 
〇行書特有の筆使いを
体験できるように、運筆
のウオーミングアップ
を行う活動を設けてい
る。（p.44） 

〇文字に関するコラム
を豊富に設け、生徒の発
達段階に応じて、歴史上
の人物が残した文字な
どのテーマを設定し、文
字に対する興味・関心を
高める教材を設定して
いる。 
〇課題選択教材や補充
教材集を設けることで、
生徒自らが課題解決に
向けて、主体的に取り組
める構成になっている。 

〇AB 判サイズにするこ
とで、半紙形を維持した
紙面となっており、教材
文字に集中しやすくな
っている。 
〇毛筆教材の図版は、穂
先のとおり道を朱墨で
示すことで、筆使いが理
解しやすいよう工夫さ
れている。 

〇「学習を生かして書
く」「学校生活に生かし
て書く」では、習得した
書写の力を、教科横断的
な学習活動や日常生活
に活用できるように関
連を図っている。 
〇日常生活との関連の
深い「横書きの書き方」
は、生徒の発達段階に応
じて各学年で扱ってい
る。 

〇「話し合い活動」や気
づいたことを書きこむ
ことができる書きこみ
欄を随所に設けている。 
（p.12） 

○毛筆の手本が、見開き
右側にあり、生徒の机上
では小さく思える。 

Ｉ 

〇全教材に学習のポイ
ントが一目でわかる「学
習の窓」を設け、他の文
字を書くときにも普遍
的に活用できる基礎・基
本、原理・原則を明確に
している。（p.40） 
〇教材冒頭には、文字の
原理・原則を考えたり話
し合ったりする活動を
設定し、対話を通して主
体性や思考力・判断力・
表現力を養えるよう配
慮している。 

〇1 教材１事項で構成
し、学習のねらいを焦点
化することで効率的に
力をつけられるよう配
慮している。 
〇生徒が見通しをもっ
て、主体的に学習に取り
組むことができるよう、
各教材は①考えよう、②
確かめよう、③生かそう
という展開が一目でわ
かる構成にしている。 
 

〇「私の好きな言葉」で
は、卓球の伊藤美誠選手
や漫画家の小山宙哉さ
んの言葉を紹介し、生徒
自らも夢を描き、それに
向かって行動しようと
する意欲が高められる
よう工夫している。 
（p.104、105） 
〇限られた時間で効率
よく学習できるよう、主
たる学習要素は大きく
丁寧に、それに付随する
要素は小さく簡潔に示
している。学習のねらい
が明確で大切なことが
つかみやすい、メリハリ
のある紙面構成になっ
ている。 

〇毛筆教材では、朱墨や
筆使いを示す写真を用
いて、筆脈や穂先の動き
を把握しやすいように
工夫している。 
〇硬筆練習帳「書写ブッ
ク」を新設し、毛筆教材
文字と同じ学習要素を
持つ硬筆課題を豊富に
設定している。硬毛の密
接な関連を図りながら、
毛筆での学習が硬筆で
生きるよう工夫してい
る。 
 

〇古典文学や短歌・俳句
を書いて味わう「季節の
しおり」や「名文を書い
てみよう」、書初めなど
の体験を通し、伝統的な
言語文化への理解を深
められるよう配慮して
いる。 
〇「目標を書こう」や「行
書を活用しよう」ではノ
ートや本の帯など豊富
な作例を掲載し、書写で
習得した知識・技能を、
国語や他教科・学校生活
に役立てる方法をイメ
ージできるよう工夫し
ている。（p.50、80～81） 

〇指導書付属 DVDにある
「お手本くん」を使う
と、半紙手本・名前手本
が教科書と同様の文字
で簡単に作成できる。 
〇教科書紙面に QR コー
ドがある教材には、運筆
動画や用具の準備・片付
けの解説動画など、スマ
ートフォンやタブレッ
トを使って閲覧するこ
とができる豊富な動画
資料を用意している。 

○学習内容は大きく、付
随する内容は小さく、紙
面の構成でめりはりを
つけている。 
○コラムや写真資料が
豊富で、関心を高められ
る内容である。 
○国語科の教科書と関
連させると、学習効果が
高くなると思われる。 



5 

 

選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・地理分野 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

○基礎的な内容が網羅
されており、また文章表
記も平易で読みやすい。 
○系統的に配置された
「スキルアップ」は、地
理的な技能や見方を高
める上で効果的である。 
○「集める」「読み取る」
「まとめる」のコーナー
を追加することで技能
の活用が効果的にでき
る。 
○「みんなでチャレン
ジ」を通してグループ学
習等で対話的な活動に
取り組むことができる。 

○世界や日本の諸地域
の学習では、それぞれ異
なる視点で地域の特色
をとらえることができ
る。 
○1 時間ごとの「学習課
題」が提示されており、
その時間の学習内容を
確認することができる。 

○「チェック」や「トラ
イ」で学習を深めたり、
コラム「地理にアクセ
ス」を読んで興味･関心
を高めたりできる。 
○キャラクターの吹き
出しによって、資料の読
み取りの視点をもつこ
とができる。 
 

○領土問題として，写真
付きで、竹島の概要が詳
しく紹介されている。 
（p.26） 
○中国･四国地方の学習
で交通網の発展として、
浜田自動車道が取り上
げられ、浜田駅と広島駅
を結ぶ高速バスの写真
が掲載されている。ま
た、町おこしの例とし
て、「地理にアクセス」の
コーナーに、松江市の取
り組みが紹介されてい
る。（p.200、205） 

○「分野関連マーク」や
「他教科関連マーク」で
他分野や他教科の学習
とのつながりが分かり
やすく示されている。 
○各章の巻頭ページに
ある、キャラクターのコ
メントを通じて、小学校
で学習したことや単元
の学習内容が確認する
ことができる。 

○判型をワイド版にす
ることにより、写真資料
を豊富に掲載しながら、
本文も充実させる工夫
がなされている。 
○「日本の諸地域」では、
各ページの同じ位置に
地図を掲載し、他ページ
の地図どうしを並べて
比較することができる
ように工夫してある。 

○基本的な学習にも、発
展的な学習にも対応で
きる。 
○地図、写真等の資料が
豊富で、補助教材がなく
ても教科書だけで十分
な学習ができる。 
○「見方･考え方」「探求
課題」「考える」のコー
ナーを系統的に配置し、
課題意識をもって学習
に取り組むことができ
る。 

Ｇ 

○本文がわかりやすく、
生徒が課題を追求しや
すい内容になっている。 
○単元ごとの「学習のま
とめと表現」は基礎的な
知識の定着ができるよ
うになっている。 
○系統的に配置された
「地理の技」や「地理の
窓」は、地理的な見方や
技能を高める上で効果
的である。 

○1 時間の学習の見通し
が持てるように、見開き
ごとに「学習課題」が設
けられている。 
○見開きごとにある「確
認！」「表現！」で、知識
の定着や言語活動の充
実を図ることができる。 
○「日本の諸地域」では、
始めの１時間でテーマ
をもって外観した後、2
時間目以降に、各地方の
特色をテーマに沿って
追求する学習が進めや
すい構成になっている。 
 

○その時間に考えさせ
たい課題を、生徒役、先
生役のキャラクターが
「なぜ～なのだろう」と
問うことで、意識しやす
くなっている。 
○「世界の諸地域」の節
末にある「地域から世界
を考えよう」は、その地
域と世界との繋がりや
その地域の国際的な課
題を、生徒が興味・関心
をもってとらえること
ができるようになって
いる。 
 

○領土問題として竹島
が取り上げられている。 
（p.25） 
○中国･四国地方の様子
として出雲平野の築地
松や石見神楽の写真が
掲載されている。 
（p.189） 
○「人口減少と地域の悩
み」の例として、三江線
廃止後の代替バスの写
真が掲載されている。ま
た、「地理の窓」のコラム
に益田市の「地域おこし
協力隊員」の写真が掲載
されている。 
（p.194、195） 

○他分野や他単元で学
習する内容を、ページの
下段に分かりやすく示
している。 
○各単元終末に配置さ
れている「地域から世界
を考えよう」や「現代日
本の課題を考えよう」の
ページは、自分のくらし
と関連づけて、現代社会
の課題をとらえること
に有効である。 
○2018 年や 2019 年の出
来事や様子の写真が多
く使われていて、実生活
と関連して事象をとら
えやすくなっている。 

○判型をワイド版にす
ることにより、写真資料
や読み物資料を豊富に
掲載している。 

○全体にテーマ性をも
った内容構成になって
いる。 
○地理的な見方や技能
を高めるための工夫が
見られる。 
○地図、写真等の資料が
豊富で、補助教材がなく
ても教科書だけで十分
な学習ができる。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・地理分野 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｊ 

○「日本と世界の地域構
成」は 10 時間、「世界の
様々な地域」は 39 時間、
「日本の様々な地域」は
59 時間の配当時数とな
っている。 
○「技能をみがく」では
地理の基礎的な技能が
身に付けられるように、
「資料活用」では資料に
関する問いかけや作業
内容が示され、主体的に
学習に取り組めるよう
工夫されている。 
（p.5、36） 

○内容ごとに、「学習課
題」と「確認しよう」、
「説明しよう」を設け、
見通しと振り返りがで
きるよう配慮されてい
る。また、本文横に補足
説明や「解説」を設け、
学習を深めることがで
きるよう工夫されてい
る。（p.2、3） 
○章・節の末尾には、「章
（節）の学習をふり返ろ
う」を設け、論理的な説
明や、多面的・多角的な
考察に取り組めるよう
配慮されている。 
○自然→歴史･文化→農
業→工業→生活の流れで
節の構成が統一されて
いる。 

○世界・日本の各州・地
域の単元冒頭の大きな
写真や、人々の営みが見
える写真が随所に配置
され、学習意欲・関心が
高まるように構成され
ている。 
○学習に関連のある話
題を取り上げた「地理プ
ラス」や環境･防災･共生
がテーマの「未来に向け
て」で、学習への興味･関
心を高めたり、学習を深
め広げたりすることが
できるよう配慮されて
いる。（p.3、57） 
○キャラクターの吹き
出しによって，資料読み
取りの気づきとなるよ
う、工夫されている。 

○竹島の写真と地図（位
置図）が掲載され、隠岐
の島町への所属と島根
県への編入、韓国の不法
占拠と日本が抗議し、話
し合いを呼び掛けても
応じないことが記述さ
れている。また、昔の竹
島の漁業の写真を掲載
し、竹島の日にも触れら
れている。（p.20、21） 
○東京にあるアンテナ
ショップ、石見銀山、そ
ろばん、出雲大社、石見
神楽、浜田自動車道、石
見神楽継承者の話、観光
客数の変化、文化財と伝
統文化を生かす取組が
掲載されている。 
（p.22、187、198、199） 

○小学校や他分野との
関連部分には、分野と内
容が示されている。
（p.2） 
○それぞれの地域の実
社会の人々の具体的な
話を取り上げた「声」や、
都市と農村の交流など
を取り上げた「地域の在
り方を考える」のコーナ
ーを設け、学習内容を身
近な問題としてとらえ
られるよう工夫されて
いる。（p.62、202） 

○地理的な見方･考え方
と地理的分野の学習の
全体像について、写真を
用いてわかりやすくガ
イダンスができるよう
配慮されている。 
（巻頭 7） 
○学習の理解を助ける
動画サイト、コンテンツ
につながる二次元コー
ドが多く掲載され、学習
を広げ深められるよう
工夫されている。 
（p.3、13） 
○判型をワイド版にす
ることにより、写真資料
や読み物資料を豊富に
掲載している。また、光
を反射しにくい用紙が
使用されている。 

○単元ごとに設定され
た「問い」を受けて単元
末に見方･考え方を働か
せたまとめで、知識･技
能や思考力･判断力･表
現力を身に付け、学習を
自分の生活に生かすこ
とができるよう配慮さ
れている。（p2、13） 
○表見返しで SDGs につ
いて触れ、関連した環
境･防災･共生の 3つのテ
ーマをコラムで特設し、
現代的な諸課題を意識
して学習を進められる
よう配慮されている。 
（巻頭 1、2、 
p.57、69、97） 

 

Ｏ 

○「日本と世界の地域構
成」は 10 時間、「世界の
様々な地域」は 34 時間、
「日本の様々な地域」は
58 時間の配当時数とな
っている。 
○「スキル up」で、地理
の学習で育てたい技能
を 6 種類に整理し、系統
立てて習得できるよう
工夫されている。（p.4） 

○内容ごとに、見方･考
え方を示した「学習課
題」「確認」「深めよう」
を設け、見通しと振り返
りができ、学習内容を深
めることができるよう
配慮されている。 
（p.68、69） 
○単元末の学習のまと
めでは、学習内容の理解
を深める主体的･対話的
な問いやシンキング･ツ
ールの活用等を促して
いる。（p.81、105） 
○第 3 編では、第 1 章か
ら第 4 章まで、学習を有
機的に結び付けられる
よう工夫されている。 

○学習に関連のある話
題を取り上げた「地理＋
α」や、具体的な課題を
調べる「チャレンジ地
理」で、興味･関心をもっ
て学習の理解を深めた
り、広めたりできるよう
配慮されている。 
（p.21、151） 
○単元の最初に写真と
ともに三択クイズを取
り入れ、学習への興味･
関心が高まるよう工夫
されている。（p.44） 

○竹島の地図（位置図）
と写真が掲載され、島根
県への編入の経緯と韓
国が不法に占拠するま
での経緯、日本が平和的
な解決を目指している
ことが記述されている。
また、「出張竹島展」の写
真を掲載し、竹島資料室
についても触れられて
いる。（p.19） 
○出雲大社、海士町の
「島留学」について記載
されている。 
（p.179、188） 
 

○単元の最初やページ
下に、小学校の学習との
関連が示され、他分野と
の関連がある箇所には、
他分野の学習を促した
り、ふり返ったりする記
述がなされている。 
（p.1、2、166） 
○それぞれの地域に住
んでいる人の話や、巨大
地震に備える過疎地域
の取組などを取り上げ
た「自由研究」のコーナ
ーで、学習内容を身近な
問題としてとらえられ
るよう工夫されている。 
（p.186、190） 

○地理的な見方・考え方
について、表見返しでイ
ラストを交えてわかり
やすくガイダンスでき
るよう工夫されている。 
（巻頭Ⅱ,Ⅲ） 
○「デジタルマーク」の
表示してあるページで
は、巻頭の二次元コード
で関連するサイトや動
画などで学習を広げ深
められるよう工夫され
ている。（巻頭Ⅶ） 
○判型をワイド版にす
ることにより、写真資料
や読み物資料が豊富に
掲載されている。 

○内容ごとに着目する
見方･考え方を掲載した
課題を設定し、単元のま
とめでは、さまざまな思
考ツールで技能や思考
力、判断力･表現力を身
に付けることができる
よう、配慮されている。 
（p.188～191） 
○地球的課題や地域の
課題などをコラムで取
り上げたり、日本の諸地
域を SDGs で振り返った
りするなど、現代的な諸
課題を意識して学習を
進められるよう配慮さ
れている。 
（p.104、246、262） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・歴史的分野 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

○写真や図表などが大
きく見やすく、文字の行
間に余裕があり読みや
すいように工夫されて
いる。また、本文の内容
と写真や図表に同じ番
号をつけ、関連を理解し
やすいようにされてい
る。 
○見開き 2ページを 1タ
イトルとし、全 101 タイ
トルで構成されている。 

○各章に単元の課題が
示され、各節に「探究の
ステップ」として問いが
設けられており、段階を
踏みながら単元をまと
める方法が取られてい
る。（p.58～61） 
○各時間のページに学
習課題として追究内容
の見通しが示され、ペー
ジの下の部分に基礎的、
基本的な内容を確認し
た上で学習課題に取り
組む流れが示されてい
る。 

○章の初めには、各時代
をつかむために歴史上
の人物をキャラクター
にし、当時の絵図や復元
のイラストを用いて興
味・関心を高めるよう工
夫されている。 
○「みんなでチャレン
ジ」という項目が設けら
れ、グループで協力しな
がら対話的な活動から
課題が追究できるよう
工夫されている。 

○古代の終末でコラム
「現代に生きる神話」の
中で古事記、日本書紀を
深める内容として出雲
神話と佐陀神能につい
て記述されている。 
（p.54～55） 
○明治時代の「国境と領
土の確定」の他「独立の
回復と 55 年体制」の側
注に竹島の島根編入に
ついての歴史的背景や
不法占拠について記さ
れている。（p.178､180､ 
p.258～259） 

○分野関連を示すマー
クが掲載されて、地理・
公民との関連がわかる
工夫がされている。ま
た、他教科の関連につい
てもマークが用いられ、
二次元コードから各教
科の該当作品などを閲
覧できる。 
○「歴史にアクセス」な
ど、コラムでは「伝統・
平和・災害・人権」など
各分野のマークが示さ
れ、社会との関連性を意
識できる工夫がされて
いる。 
（p.87､240～243 等） 

○二次元コードから各
時代にまとめられたサ
イトにアクセスできる。
サイトの中には説明動
画やクイズ、他教科の関
連する教科書のページ
を見ることができる。 
○各章のまとめの活動
では様々な学習方法が
示され、グループ活動や
個人での学習の事例が
豊富に示されている。 
（p.60～61 等） 

○各分野や各教科との
連携を意識させる構成
になっており、人権問題
など現在につながる歴
史的事象について多面
的・多角的にとらえる工
夫がなされている。 
○教科書のはじめで歴
史的な「見方・考え方」
の働かせ方を示し、より
深い学びへ導くための
方法が説明されている。 
（p.12～13 等） 

Ｇ 

○文字の行間や写真な
どの資料の間隔を広く
とり、読みやすく、見や
すい構成になっている。 
○見開き 2ページを 1タ
イトルとし、全 100 タイ
トルで構成されている。 

○各節ごとに問いが設
けられ、時間ごとの学習
課題を通して節をとら
える流れとなっている。
また、時間ごとに基礎
的・基本的な内容を確認
し、学習をまとめる構成
となっている。 
○各章の終末において
は、日本と世界の年表を
用いて時代を比較し、時
代を大観させ、まとめる
項目が設けられている。 

○小学校での学習をふ
まえ歴史すごろくにチ
ャレンジするページが
設けられるなど、興味・
関心を引き出す工夫が
されている。（p.2～6） 
○タイトルの上の部分
に時代スケールが設け
られ、学習する時代が色
で示されている。また、
タイトルにその時代を
象徴する言葉が用いら
れており、興味・関心を
ひくものとなっている。 

○「銀で結びつく世界」
というテーマで石見銀
山についてコラムで取
り上げられている。世界
との貿易で銀がどのよ
うな役割を果たしてい
たのか説明されている。 
（p.106､127） 
○竹島に関する記述が
「形づくられる日本」の
本文にあり、「隣国と向
き合うために」というコ
ラムで当時の様子や現
状について取り上げら
れている。(p.176､268) 

○巻頭の「私たちにつな
がる歴史」で伝統文化、
政治参加などをテーマ
に写真や絵図から今と
昔を比較させ関連性を
意識させるものとなっ
ている。 
○「歴史を探ろう」とい
う特設ページでは、14 の
テーマのもとリサイク
ルや政治参加の視点な
どから当時の様子と現
在の暮らしとのつなが
りを考える項目となっ
ている（p.140 等） 

○二次元コードから各
章ごとにまとめられ文
化庁や国会図書館など
のデータベースにアク
セスでき資料や動画な
どを閲覧できるように
なっている。 
○巻末には、江戸時代の
産業と交通、世界地図の
歴史といった資料が示
されている。(巻末①④) 

○「歴史を探ろう」や「歴
史の窓」など学習を深め
る特設ページが多く設
けられ、多面的・多角的
に歴史をとられる工夫
がなされている。 
○章末には古代、中世と
のつながりを意識させ
る問いが設けられてお
り、時代の変化に注目で
きように絵図や資料を
用いて、まとめの工夫が
なされている。 
（p.58､94 等） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・歴史的分野 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｊ 

○生徒たちが歴史的分
野の学習を進めていく
上で、適当な内容や分量
の教科書である。文字だ
けではなく、写真や絵
画、イラスト等の図版も
大きく、視覚から情報を
読み取りやすい。 
○1 時間の学習内容を概
ね見開き 2ページでまと
めている。 

○歴史学習の導入とし
て、歴史の流れや時代区
分をわかりやすくまと
めている。身近な地域の
歴史の調べ方やまとめ
方等について、仙台市を
例に示している。 
（p.2～11） 
○見開き 2ページを使っ
た「タイムトラベル」は、
それぞれの時代のイメ
ージをふくらませるイ
ラストになっている。
（p.34～35 等） 
 

○写真や絵画、イラスト
等の図版が大きく、コラ
ムや特設ページ「歴史を
探ろう」等も充実してい
る。特に「昆布ロードと
北前船」では、「鎖国」
下にあっても広くアジ
ア交易が活発だったこ
と等、興味深い内容とな
っている。（p.130～131） 
○近代史の中では、当時
の子どもたちの作文や
日記等が多く掲載され、
歴史を追体験できるよ
うな工夫がされている。
（p.234 等） 

○「新たな外交と国境の
画定」や「歴史を探ろう」
の中で、竹島の経緯につ
いて記述されている。 
（p.179､267） 
○荒神谷遺跡の銅剣、四
隅突出型墳丘墓、石見神
楽、ラフカディオ・ハー
ン、森鷗外といった、地
域ゆかりの文化財や人
物が取り上げられてい
る。（p.205 等） 
 

○「結桶から見る技術の
発達」や「一大ブームと
なった和算」など、「歴
史プラス＋」という 48も
のコラムが充実し、それ
ぞれの時代を深くとら
えることができる。 
（p.82 等） 
○環境、交流、人権、平
和をテーマにした「未来
に向けて」というコラム
が充実している。特に現
代につながる人権課題
の他、国連における持続
可能な開発目標（SDGs）
の視点から多くのコラ
ムが記述されている。
（p.83 等） 

○二次元コードから、コ
ンテンツにアクセスで
きるようになっている。 

○室町時代の文化では、
雪舟とともに山口市内
にある瑠璃光寺や常栄
寺が写真で取り上げら
れる等、大内氏について
の記述が充実している。 
益田市や鹿足郡の生徒
たちが、益田氏や吉見氏
等、地域史について深く
学ぶ上でリンクさせる
ことができる。（p.90） 
○写真や絵画、イラスト
等の図版も充実し、内容
や分量も適当である。子
どもたちの作文や日記
などを通して、歴史を追
体験できるような工夫
がされている。 
（p.234 等） 

Ｍ 

○フォントを小さくす
ることで文字数を多く
し、歴史的事象について
詳細に記述されている。 
写真や絵画、イラスト等
も多用し、全体として情
報量が多くなっている。 
○1 時間の学習内容を概
ね見開き 2ページでまと
めている。 

○歴史学習の導入とし
て、歴史の流れや時代区
分がわかりやすくまと
めてある。身近な地域の
歴史の調べ方やまとめ
方等について、東京都荒
川区を例に示している。 
（p.5～13） 
○見開き 2ページを使っ
た「8 世紀の世界」や「13
世紀の世界」等は、学習
する日本史の内容と同
時期の世界のようすに
ついて、イラストを多用
しながら地図上でわか
りやすくまとめている。 
（p.49 等） 

○「中国の記録に見る日
本列島」や「日本の植民
地」等、「歴史へのアプ
ローチ」に概ね見開き 2
ページを割いている。本
文中では詳細に記述で
きなかった内容につい
て解説することで、歴史
への興味や関心を高め
る工夫がされている。 
（p32～33 等） 

○「地域からのアプロー
チ」では見開き 2 ページ
を割き、福岡や広島、沖
縄等、地域史の視点を通
して歴史をとらえられ
るよう工夫されている。 
（p.58～59 等） 
○「歴史へのアプロー
チ」の中で、竹島の経緯
について記述されてい
る。（p.267） 
○石見銀山や森鷗外と
いった、地域ゆかりの文
化財や人物が取り上げ
られている。（p.113 等） 

○「木綿栽培」や「砂糖」
等のコラムを通して、歴
史を深く理解させるこ
とができる。（p.97 等） 
○「歴史へのアプロー
チ」の中で、琉球文化や
アイヌ文化について詳
述される等、日本列島に
生きる人々の多様性に
気づかせるような構成
になっている。 
（p.88～91） 

○「玉音放送」等、二次
元コードを通して、当時
の音声や新聞記事にふ
れることができる。 
（p.249 等） 

○各章の導入において、
日本史と世界史の年表
を見開き 2ページでまと
め、各時代のようすを写
真や絵画資料等で概観
するとともに、世界の動
きとの関連が意識でき
るように工夫されてい
る。（p.62～63 等） 
○フォントを小さくす
ることで文字数を多く
し、歴史的事象について
詳細に記述されている。
資料も充実し、全体とし
て多くの内容がまとめ
られている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・歴史的分野 No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｏ 

○AB 判で写真や図表が
大きく見やすく配置さ
れており、時代ごとの様
子をうかがえる資料が
使用されている。また、
基本用語や人物につい
て関連づけ説明されて
いる。 
○見開き 2ページを 1タ
イトルとし、全 90 タイ
トルで構成されている。 

○編ごとに「めあて」が
設けられ、単一時間では
学習課題と歴史的な見
方・考え方が示され、振
り返りと学習を深める
項目が示されている。 
○「歴史にチャレンジ」
を通じて、学習を深める
ことができる。 
（p.34～35､58～59 等） 

○各編の導入では「地図
で見る世界の動き」が見
開き 2 ページで示され、
交易や世界の様子など
がイラストや写真で示
され、興味・関心を高め
る工夫がなされている。 
（p.16～17 等） 
○仏像や寺社、遺跡、絵
画などの文化財が多く
掲載され、興味・関心を
高めるように工夫され
ている。（p.106～109） 

○「地域に学ぶ」という
コラムの中で「ヨーロッ
パに知られた石見銀山」
が取り上げられている。 
（p.121） 
○「領土の画定と隣接地
域」の本文、年表、地図
で竹島の島根編入につ
いて記述されている。特
設ページ「冷戦終結後の
近隣諸国との関係」で歴
史的経緯と現在の状況
について述べられてい
る。 
（p.192､292～293） 

○特設ページ「歴史との
対話を未来にいかす」で
は、先人たちの取り組み
をふまえ未来に向けた
課題解決を目ざす、まと
めの項目が設けられ、災
害・政治参加・世界平和
で公民的分野と関連づ
けられている。 
(p.298～305) 
○コラムや特設ページ
では、災害からの復興や
伝統文化の継承、人権問
題などの視点で現在と
のつながりについて意
識されるように工夫さ
れている。 

○二次元コードからデ
ジタル資料のあるサイ
トにアクセスできるよ
うになっている。編ごと
に動画やワークシート
等を活用することがで
きる。（p.5 等） 
○導入の部分で歴史的
な見方・考え方をまとめ
たページが設けられ、時
系列・推移・比較・つな
がりについて詳しく説
明されている。 
（p.12～13） 

○全体的に多くの文化
財が用いられ、文化や美
術などの資料を比較し、
背景を考える等、多面
的・多角的に歴史的事象
をとらえられるように
工夫されている。 
○学習のまとめや「歴史
にチャレンジ」などで
は、自分の考えをまとめ
たり、グループ活動を取
り入れたりするなどの
学習活動が例示されて
いる。 

Ｒ 

○生徒たちが歴史的分
野の学習を進めていく
上で、適当な分量の教科
書である。文字だけでな
く、写真や絵画、イラス
ト等の図版も大きく、視
覚から情報を読み取り
やすい。 
○1 時間の学習内容を概
ね見開き 2ページでまと
めている。 

○歴史学習の導入とし
て、小学校で学んだ人物
を取り上げながら歴史
の流れをまとめている。
身近な地域の歴史の調
べ方やまとめ方等につ
いて、大阪を例に示して
いる。（p.6～18） 
○「民間でもつくられた
憲法草案」等、「歴史ビ
ュー」や「人物クローズ
アップ」といったコラム
を通して、それぞれの時
代を理解させることが
できる。（p.191 等） 

○写真や絵画、イラスト
等の図版が大きく、「歴
史ズームイン」に紙面を
割き、「外国人が見た日
本」や「震災の日本史」
等を通して、より深く歴
史をとらえる工夫がさ
れている。（p.208 等） 
○多くの人物が絵画や
写真付きで取り上げら
れている。（p.174 等） 

○「明治初期の外交と国
境の画定」や「歴史ズー
ムイン」の中で、竹島の
経緯について記述され
ている。（p.183、267） 
○神代神楽、出雲大社、
石見銀山、森鷗外といっ
た、地域ゆかりの文化財
や人物が取り上げられ
ている。（p.207 等） 

○各章の最後に、それぞ
れの時代に活躍した女
性たちを取り上げる「な
でしこ日本史」を掲載
し、女性の視点から歴史
をとらえるよう工夫し
ている。（p.256 等） 
○「歴史ズームイン」の
中で「江戸のエコロジ
ー」がまとめられてい
る。身近な環境に配慮し
たくらしについての記
述を通して、現代社会の
課題も意識できる。 
（p.133） 

○各章の導入で「歴史モ
ノサシ」が示され、学習
する時代が意識できる
よう工夫されている。 
（p.103 等） 

○各章の導入にあたっ
て、見開き 2 ページを使
った「鳥の目で見る」や
「虫の目で見る」は、そ
れぞれの時代をイメー
ジできるようなイラス
トや絵画、写真等が掲載
されている。（p.70～73） 
○写真や絵画、イラスト
等の図版が大きく、生徒
たちが歴史的分野の学
習を進めていく上で、適
当な分量の教科書であ
る。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・歴史的分野 No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｓ 

       

 

       

見本本の送付がありませんでした。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・公民的分野 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

〇AB 版になっており、見
開きページあたりの図
表、写真等の資料が大き
く掲載され、複数の資料
をもとに社会的事象に
ついて考えるための工
夫がされている。 
（p.10～11） 
〇写真や図に説明をつ
け、資料の理解をしやす
くしたり、本文に関連し
た短いコラムを多数載
せたりして、理解を深め
たりする工夫がされて
いる。（p.14～15） 

〇一単位時間のページ
には、学習のきっかけや
追究の中心資料、学習課
題が示され、終了後に内
容の確認やまとめがで
きる問いを示すという
構成となっている。 
（p.8～9） 
〇各章の導入とまとめ
に、テーマに沿って、さ
まざまな思考ツールの
使い方を示し、思考力・
判断力・表現力をつける
工夫がされている。 
（p.6～7、32～35、 
 p.208～211） 

〇各章のはじめに、学習
の内容について、生徒が
多様な意見を出せるよ
うな身近なテーマを取
り上げながら、探求課題
を確認できるよう工夫
されている。（p.6～7） 
〇コラム「もっと公民」
では、学習内容を広げた
り、異なる視点でとらえ
たりする内容で、関心を
高める工夫がされてい
る。（p.74） 

〇竹島問題について「不
法に占拠され」「日本固
有の領土」と本文に記述
し、島根県の新聞記事を
紹介するとともに、領土
問題の経緯や国際司法
裁判所への付託等につ
いて記述している。 
(p.184) 

〇「みんなでチャレン
ジ」では、身近な課題や
現代的な課題を 20 以上
取り上げ、グループで話
し合う活動などを行い、
学習を深める工夫がさ
れている。（p.111） 
〇終章では、持続可能な
社会を築くためのアク
ションプランをレポー
トにまとめる学習が設
定されている。 
（p.213～218） 

〇「ICT を活用した学習」
として二次元コード等
を利用して、ウェブサイ
トで学習に役立つリン
ク集や映像資料などを
活用できるように工夫
されている。 
〇選挙年齢の引き下げ
を受け「18 歳へのステッ
プ」として、選挙と契約
について取り上げてい
る。（p.88、136） 

〇全体として「持続可能
な社会の実現」をテーマ
に、各章や各時で課題の
探究を促す構成になっ
ており、学びを深め、社
会への参画意識をもて
るようになっている。
（巻頭 1～2、p.8～9、 
p.180～181、 
p.213～218） 

〇個人やグループで行
う作業や活動が多くあ
り、思考力・判断力・表
現力をつける工夫がさ
れている。（p.76～77） 

Ｇ 

〇AB 版になっており、見
開きページあたりの図
表、写真等の資料が多く
掲載され、複数の資料を
もとに社会的事象につ
いて考えるための工夫
がされている。 
（p.14～15） 
〇用語や本文の記述に
側注解説がされたり、そ
の事象の背景や影響な
どの補足説明がされた
りするなど、生徒の理解
を促す工夫がなされて
いる。（p.17） 

〇一単位時間のページ
には、学習のきっかけや
追究の中心資料、学習課
題が示され、終了後に内
容の確認やまとめがで
きる問いを示すという
構成となっている。 
（p.14～15） 
〇「言葉で伝え合おう」
「公民の技」でディベー
トなどの具体的な手順
を明確に示し、思考力・
判断力・表現力をつける
工夫がされている。
（p.68～69、175） 

〇各章の「学習のはじめ
に」で学習の見通しや見
方・考え方を示すととも
に「次章の学習へ」でつ
ながりを意識した記述
をすることで、興味・関
心を高める工夫がされ
ている。（p.12～13） 
〇「公民の窓」「クリッ
プ」の約５０コラムで学
習に関連した内容を解
説し、興味・関心を広げ
たり、学習を深めたりす
る工夫がされている。 
（p.27） 

〇竹島問題について「日
本固有の領土であると
いうことが、日本政府の
立場」「韓国が領有権を
主張」「国際司法裁判所
での話し合いによる解
決を提案」と本文に記述
されている。(p.197) 
〇大田市の中村ブレイ
スの取組が資料として
取り上げられ、働くこと
の社会的意味について
関連づけて考えられる
内容となっている。 
（p.189） 

〇ノートづくりについ
て取り上げ、人の発言や
自分の感想、調べてみた
いと思ったことや疑問
点を書くなど、自学の視
点が示してある。 
（巻頭 4） 
〇終章では、持続可能な
未来に向けた『私の提
案』を「作成ナビ」に基
づいて作成し、発表する
学習が設定されている。 
（p.227～234） 

〇「学びリンク」として
二次元コード等を利用
して、ウェブサイトで学
習に役立つリンク集を
活用できるように工夫
されている。 
〇国際社会の中でのさ
まざまな人権課題につ
いて、多面的・多角的に
考えられるように取り
上げている。（p.46～71） 

〇全体として「SDGsの 17
の目標」や「本質的な問
い」で貫かれた構成にな
っており、本文ページや
各章末でも関連する主
な SDGs の項目が示され
ている。 
（Ⅰ～Ⅱ、p.89、126） 
〇「読んで深く考えよ
う」で、現代的な課題に
ついて多面的・多角的な
視点で思考を深められ
るようになっている。 
（p.24～25、186～187） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・公民的分野 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｊ 

〇AB 版になっており、見
開きページあたりの図
表、写真等の資料が大き
く掲載され、複数の資料
をもとに社会的事象に
ついて考えるための工
夫がされている。 
（p.3～4） 
〇写真や資料に「資料活
用」として、読み取りの
ポイントや考える視点
が示されたものがあり、
資料を理解しやすいよ
うに工夫されている。
（p.135） 

〇一単位時間のページ
には、学習のきっかけや
追究の中心資料、学習課
題が示され、終了後に内
容の確認やまとめがで
きる問いを示すという
構成となっている。 
（p.8～9） 
〇「技能をみがく」でデ
ィベートの進め方や思
考ツールを取り上げ、ウ
ェブサイトでも思考ツ
ールの説明動画を活用
できるように工夫され
ている。（p.102） 

〇「未来に向けて」「Yes 
No」「公民プラス」など、
多様なコラムで、身近な
話題や現代的な課題が
学習内容にそってとり
あげられている。 
（p.6、44、47） 
〇各章の導入にイラス
トを用いて課題を考え
る活動が設定され、小学
校での学習をふりかえ
り、学習内容の見通しが
もてるよう工夫されて
いる。（p.27～28） 

〇竹島問題について「日
本固有の領土」「韓国が
…不法に占拠を続けて」
「国際司法裁判所に委
ねようと提案」と本文に
記述されている。 
(p.176) 

〇章末の「章の学習を振
り返ろう」は重要語句を
確認する基礎的な学習
と考えをまとめる発展
的な学習、次章につなが
る課題を考える学習で
構成されている。 
（p.25～26） 
〇最終章「課題の探求」
では、持続可能な社会を
実現に向けた行動につ
いてレポートを作成す
る学習を設定している。
（p.203～210） 

〇二次元コード等を利
用して、ウェブサイトで
学習に役立つ映像資料
や教科書のイラストな
どを活用できるように
工夫されている。 
（p.13～14、27～28） 
〇小学校や地理、歴史で
学習した内容をページ
の下部に示されている。 
（p.29） 

〇SDGs 関連項目を各所
に記号で示すことで、終
章での課題探究的な学
習活動を深められるよ
う工夫されている。 
（p.138、162、196） 
〇地震や豪雨などの自
然災害とその対策とい
う近年の身近な課題か
ら資料をもとに考えら
れるようになっている。
（巻頭 1～2、 
p.4、17、141、 
巻末 2～3） 

Ｏ 

〇AB 版になっており、見
開きページあたりの図
表、写真等の資料が多く
掲載され、複数の資料を
もとに社会的事象につ
いて考えるための工夫
がされている。 
（p.48～49） 
〇本文に関連して学習
内容の理解を深めるた
めの補説コラムやアク
ティビティを豊富に配
置している。（p.57、103） 

〇一単位時間のページ
には、学習のきっかけや
追究の中心資料、学習課
題が示され、終了後には
内容のまとめができる
ような問いを示すとい
う構成となっている。
（p.8～9） 
〇「シンキングツールマ
ーク」として、さまざま
な思考ツールを取り上
げており、課題について
考える手助けとなるよ
う工夫されている。 
（p.118） 

〇「公民＋α」「明日に向
かって」では、身近な話
題や現代的な課題を学
習内容にそってとりあ
げられている。 
（p.11、96） 
〇各編の導入にイラス
トを用いて課題を考え
る活動が設定され、学習
内容の見通しや関心・意
欲がもて、見方や考え方
がわかりやすいよう工
夫されている。（p.6～7） 

〇竹島問題について「日
本固有の領土」「韓国が
…（略）…不法に占拠」
「日本政府は国際司法
裁判所で解決すること
を提案」と本文に記述さ
れ、続く補説コラムでは
竹島問題の経緯や平和
的解決について記述す
るとともに、島根県の竹
島資料室の写真を掲載
している。(p.182～184) 

〇学習課題に対する「見
方・考え方」や学習課題
を深める問い、地理や歴
史の学習とのつながり
などが示され、予習や復
習に活用できるよう工
夫がされている。 
（p.18～19） 
〇最終章では、持続可能
な社会を実現するため
の政策を考え、レポート
を作成し、発表する学習
を設定している。 
（p.212～220） 

〇二次元コード等を利
用して、ウェブサイトで
学習に役立つリンクや
映像資料、ワークシート
などを活用できるよう
に工夫されている。 
（p.17、26～27） 
〇国際社会や情報社会
の中での多様な人権課
題を多面的・多角的に考
えられるように取り上
げている。 
（p.46～67） 

〇巻頭見開きで SDGs を
取り上げ、終章の課題で
「持続可能な社会」につ
いて公民的分野全体を
とおして考える動機づ
けになっている。 
（巻頭 1～2） 
〇学習課題に対して「対
立と合意」「効率と公正」
など学習した見方・考え
方を示すことで、思考・
判断・表現の力がつけら
れるようになっている。 
（p.90、112） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・公民的分野 No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｑ 

〇AB 版になっており、見
開きページあたりの図
表、写真等の資料は精選
され、社会的事象を整理
してとらえられるよう
に配慮されている。 
（p.2～3） 
〇難しい用語や文章に
は、そのページに側注が
つけられ、詳細な記述に
より解説されている。 
（p.135） 

〇一単位時間のページ
には、学習のきっかけや
追究の中心資料、学習課
題が示され、終了後には
「ここがポイント」とし
て内容のまとめが示さ
れた構成となっている。 
（p.2、3） 
〇本文中で歴史的分野
などでの既習内容を公
民的分野と結びつけな
がら学習する工夫がさ
れている。（p.44） 

〇「もっと知りたい」や
「ミニ知識」で学習に関
連した内容を、資料をも
とに解説することで興
味・関心を高める工夫が
されている。 
（p.13、14～15） 
〇学習を深めるために、
内容に関連した歴史上
の人物や著名人が写真
や説明で取り上げられ
ている。（p.72） 

〇竹島問題について「わ
が国固有の領土」「韓国
が不法に…(略）…占拠」
「外交交渉や国際司法
裁判所での平和的解決
に努め」と本文に記述さ
れるとともに、コラムで
竹島問題の経緯などを
詳細に説明している。 
(p.167、170～171) 

〇章末の「学習のまとめ
と発展」で重要語句を確
認する基礎的な学習や、
字数制限を設けて課題
を選んでまとめる発展
的な学習ができるよう
になっている。 
（巻頭 9、p.22） 
〇終章でレポートや卒
業論文、ディベートつい
て記載がある。ディベー
トについては、肯定側、
否定側の具体例を示し、
取り組みやすく工夫さ
れている。（p.214～223） 

〇「アクティブに深めよ
う」で新聞の社説を読み
比べたり、課題について
班で話し合いながらま
とめたりする活動がで
きるように工夫されて
いる。 
（p.94～95、162～163） 

〇「アクティブに深めよ
う」で多面的な見方・考
え方、情報の読み取りや
話し合いの技能を身に
つけられるようになっ
ている。 
（p.8～9、40～41） 
〇第５章から終章で、こ
れまでの学習と関連づ
けて、SDGs を取り上げ
「持続可能な社会」につ
いて考えるようになっ
ている。（p.201、213） 

Ｒ 

〇AB 版になっており、見
開きページあたりの図
表、写真等の資料は精選
され、難しい用語や資料
に対しては詳しい説明
がなされるなど、広く知
識を身に付けられるよ
うに工夫されている。 
（p.98～99） 
〇学習内容に関連した
条文や法令、条約、また
は側注解説を載せ、生徒
の理解を促している。 
（p.54～55） 

〇一単位時間のページ
には、学習のきっかけや
追究の中心資料、学習課
題が示され、終了後には
内容のまとめができる
ような学習活動を設け
る構成となっている。 
（p.10～11） 
〇毎時間の学習のまと
めでは、学習内容の確認
を行って知識の定着を
図ったり、因果関係を説
明したりする活動がで
きるよう工夫されてい
る。（p.55） 

〇巻頭の「なぜ公民を学
ぶか」では、地理や歴史
と関連づけながら、公民
的分野と自分との関り
を示している。 
（巻頭 3、p.1） 
〇各章のはじめを「憲法
の入り口」「政治の入り
口」などとし、身近な問
題を取り上げることで、
興味・関心を高め、考え
たり、話し合ったりする
活動が設定されている。 
（p.36～37） 

〇竹島問題について「日
本固有の領土」「韓国が
領有を主張し、不法占
拠」「日本は平和的な手
段による解決に向けて
努力」と本文に記述され
るとともに、地図の解説
や特設ページで歴史的
経緯や国際司法裁判所
への付託などを説明し
ている。 
(p.186～187、189) 

〇「やってみよう」では、
これまでの学習に関連
して、個人や班で考えて
判断したり、説明したり
する活動が設定されて
いる。（p.102～103） 
〇「社会科のまとめ」で
は、「よりよい社会をめ
ざして」をテーマに持続
可能な社会を築いてい
くという観点で、レポー
トを作成する学習を設
定している。 
（p.203～209） 

〇二次元コード等を利
用して、ウェブサイトで
学習に役立つリンクや
映像資料、ワークシート
などを活用できるよう
に工夫されている。 
（p.17、26～27） 
〇Society 5.0 を取り上
げている。（p.199） 

〇巻頭や各章で SDGs に
関わる内容を取りあげ、
「持続可能な社会」につ
いてのレポートまで関
連づけている。 
（巻頭 1～2、 
p.165、170～171） 
〇「学習を深めよう」

の小コラムで現代的課
題を取り上げるととも
に、各章１つ程度は見開
きで調べたり、話し合っ
たりする活動例を示し、
学習を深めるようにし
ている。 
（p14～15、140～141） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 社会・地図 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

○AB 判の 192 ページで
全体的に落ち着いた色
合いでまとめ、UD フォン
トを使用し、主題図には
シンプルなフラットデ
ザインを採用している。 
○現代社会の諸課題を
「環境・エネルギー」「人
権・平和」「防災・安全」
「伝統・文化」「情報・
技術」の 5 つに整理し、
教科書と連携して活用
できるような構成にな
っている。 

○地球儀を 3分割した地
図を採用し、地球儀のよ
うにとらえることがで
きるように工夫してい
る。（p.29、61、67） 
○一般地図の後に地域
の特性を追究するため
のテーマ資料があり、歴
史や公民でも活用でき
る資料が掲載されてい
る。（p.95、96） 

○テーマ資料では、地域
ごとに、複数の分布図や
グラフの他に豊富な写
真を掲載し、関心が高め
られるよう工夫されて
いる。（p.36～40） 
○オリンピック・パラリ
ンピック関連資料を掲
載し、学習の動機付けと
して活用できるように
されている。 
（p.22、131、132） 
 

○中国地方では、竹島の
拡大図が掲載され、日本
周辺地図では、写真とと
もに領土問題に関する
記述がある。（p.97、190） 
○多面的にとらえるこ
とができるように「ジャ
ンプ」マークによって、
1 つの資料を他のページ
の資料と関連付けられ
るように工夫されてい
る。（p.6、9、15 など） 
 

○自然災害の現状や傾
向がわかる資料を多数
掲載し、防災・減災への
意識を高められるよう
に工夫されている。 
（p.151、152） 
○巻頭 8ページにわたっ
て持続的な開発目標
（SDGs）を特集し、現代
的な諸課題への理解を
深められるよう複数の
資料が示されている。 
（p.7～14） 
 

○資料さくいんを設け、
分類ごとに資料を探せ
るように検索性を高め
ている。（p.186） 
○D マークの示す箇所で
は、巻頭の二次元コード
からインターネットに
接続すると関連情報を
閲覧できる。（p.34） 
 

○教科書との連携を重
視し、3 分野すべてに関
連する資料が掲載され、
課題の発見や追究に活
用しやすいように工夫
されている。 
（p.9～14、39、40） 
○現代社会の課題であ
る SDGs を大きく取り上
げ、その課題を追究する
上で必要な知識や技能
の習得ができるよう工
夫されている。 
（p.7～14） 
 

Ｊ 

○A 版 188 ページで大き
な紙面から情報が読み
取りやすく、全体的に濃
淡のはっきりとした色
彩を採用している。UD フ
ォントを使用し、文字に
他の要素が重ならない
ように工夫している。 
○日本の各地方全てに、
「自然環境」「人口」「産
業」「交通」の 4 つの中
核となる事象の資料図
を設定しており、比較を
通して地域の特色がわ
かる構成になっている。 

○各地域の同一ページ
の資料図は同縮尺で示
され、比較したり、関連
付けながら考察したり
できるよう工夫されて
いる。（p.27、28） 
○各地域の地図の後に
資料図があり、さらに
「防災」「環境」「日本
との結びつき」などを課
題追究できる資料が掲
載されている。 
（p.28、88） 
 

○立体的でイラストを
配した鳥瞰図により、地
域的な特色や人々の生
活をとらえやすいよう
に工夫されている。 
（p.25、26 ） 
○タイトルの横に二次
元コードがあり、学習内
容にかかわる動画を含
む多くの資料が閲覧で
きるので家庭学習でも
利用でき、主体的に学習
しやすい。 

○竹島の拡大図や航空
写真が掲載され、領土問
題についての記述があ
る。また、地図が大きく､
位置や距離がつかみや
すいよう工夫されてい
る。（p.30、80、89） 
○「地図活用」が多数掲
載されており、地図の読
み取りが身に付くだけ
でなく、社会的な見方が
できるよう工夫されて
いる。（p.8、14、18 など） 
 

○「環境マーク」、「防
災マーク」がついた資料
図が多数掲載され、環境
への配慮や防災意識が
高まるよう工夫されて
いる。 
（p.28、35、88、96） 
○世界の全ての地域の
資料に「日本との結びつ
き」を取り上げ、各地域
と日本との関係につい
て追究しやすく工夫さ
れている。 
（p.44、54） 
 

○軽い用紙を採用し、大
型になっても地図が軽
くなっている。 
○二次元コードが 38 箇
所設置され、豊富なデジ
タルコンテンツを利用
して学習を進めること
ができる。（p.6、19） 
 

○「地図活用」や「学習
課題」コーナーを設けた
り、二次元コードによる
豊富な資料を閲覧でき
たりすることで、授業で
も家庭学習でも主体的
に地図帳を活用できる
よう工夫されている。
（p.22、151） 
○地図ページは表示が
大きく、標高の高低差の
配色が鮮やかで、違いが
分かりやすいよう工夫
されている。 
（p.109、110） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 数学 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

〇1 年は、0 章があり、算
数で学習した内容を取
り上げて、数学での学習
の進め方、ノートの作り
方を示し、中学校の学習
がスムーズに進められ
るよう配慮されている。
（1 年 p.9～16） 
〇活動の時間を確保す
るため、やや複雑な計算
や発展性の少ない内容
を精選し、25 時間の予備
時間を確保している。 

〇3 年では、日常生活や
社会の事象に関わる問
題発見・解決を一層重視
しており、「必要なコー
ドの長さは?(p.193)」や
「どのように拡大され
ているかな?(p.128)」な
ど、日常生活の事象を数
理的に考えていく教材
が設定されている。 
〇「平行と合同」の導入
では、多角形の角の和の
説明から学習を始めて
おり、あることがらをも
とに新しい性質を導く
という筋道を立てて説
明することに意識を向
けさせる工夫がされて
いる。(2 年 p.98～100) 

〇「学びを広げよう」で
は、数学と実社会や職業
とのつながりを伝え、
(「知ろう」)、実際に体
験すること(「やってみ
よう」)で数学の有用性
を実感できるよう工夫
されている。 
（3 年 p.122～123） 
〇章の扉には、身近な場
面がイラストで提示さ
れ、問を投げかける吹き
出しや章のめあても示
されており、生徒の興味
関心を高め、主体的な学
びになるよう工夫され
ている。（3 年 p.127) 

〇「活用の問題」では、
身につけた知識・技能を
活用して問題を解決す
る過程で、自ら考え表現
する力を高める「記述式
の問題」を用意されてお
り、変わりゆく大学入試
やその先の社会で求め
られる学力に対応する
ための工夫がされてい
る。（3 年 p.40 など） 
〇章に入る前に「大切に
したい数学の学び方」
で、「深い学び」のペー
ジの学び方を具体的に
示している。 
（全学年 p.6、7） 

〇「防災・安全」「環境」
「多様性の尊重」「伝統
文化の尊重」に関わる題
材などに「他教科関連マ
ーク」をつけ、教科横断
的に取り組む際の参考
となるよう工夫されて
いる。（3 年 p.115） 
〇「学びを広げよう」で
は、数学を社会で活用し
ている人をインタビュ
ー形式で紹介し、それに
かかわる課題を載せて
いる。（1 年 p.182、183） 

〇「大切にしたい数学の
学び方」では、問題解決
の進め方とともに、発表
のしかたや聞き方、振り
返りや深める視点など
が分かるようになって
いる。 
（全学年 p1、p6、7） 
〇色数を減らし、無駄な
情報やデザインを排し
たシンプルデザインと
なっており、生徒が集中
して学びやすいようく
ふうされている。 

〇主体的・対話的で深い
学びとなるよう工夫が
されている。例えば、知
識技能を活用する場面
で問題発見・解決の過程
を意図した活動を紙面
化した「深い学びのペー
ジ」をほぼすべての章に
設け、「思考力・判断力・
表現力」の育成を図って
いる。 
（1 年 p.145、146 など） 
〇章末の活用の問題は、
写真を取り入れて提示
し、日常生活との関連を
意識しやすいよう工夫
されている。 
（3 年 p.208） 

Ｂ 

〇教科書の大部分にお
いて、見開き 2 ページが
「考えよう」→「タイト
ル」→「めあて」→「活動」
→「問(または「例題」な
ど)」と、1 時間の授業で
扱える内容となってお
り、生徒が見通しをもっ
て活動しやすくなるよ
う工夫されている。 
（2 年 p.68 など） 
〇章や節の基本を再確
認するページ(「たしか
めよう」)や、章の発展的
な学習にチャレンジす
るページ(「力をのばそ
う」)を設けている。 

〇1 年 1 章を「数の世界
のひろがり」と設定し、
素数や素因数分解につ
いて学んだあと、「正の
数・負の数」の学習へつ
ながるよう内容配列が
工夫されている。 
〇2 年連立方程式では、
加減法と代入法のどち
らの考え方からでも学
習できる構成になって
いる（2 年 p.45） 

〇「学びにプラス」では、
「生活に活かそう」、「視
点を増やそう」、「工夫
しよう」、「検証しよう」
などの活動を提示し、学
習を振り返ったり、ひろ
げたり、活用したりする
問題を設け、自主的・自
律的に問題に取り組む
能力を養うよう工夫さ
れている。（1 年 p.157） 
〇中学校の学習内容と
関連させて高校で学ぶ
数学を紹介し、興味・関
心を高めるとともに、中
高の接続をスムーズに
行うよう工夫されてい
る。（3 年 p.276、277） 

〇すべての章に「利用の
節（項）」が設けられてお
り、学習内容の有用性を
実感し、幅広い知識と教
養の習得及び定着を図
るよう工夫されている。 
〇章の導入となる活動
を設定し、活動を通して
見出した問題が次ペー
ジ以降の学習につなが
るなど、数学的活動を通
して、思考力・判断力・
表現力を育てていくよ
う工夫されている。 
（3 年 p.78、79） 

〇「社会にリンク」では、
仕事の中で数学を役立
てている人のインタビ
ューを載せている 
(2 年 p.97 など) 
〇「MATHFUL」は、数学が
実生活に活かされてい
ることや、楽しく豊かな
数学の世界を知ること
ができる読み物となっ
ている。（3 年 p.244） 

〇「活用・探求」では、
学習したことをさらに
活用して探求する問題
を設けている。 
(3 年 p.42) 
〇特別支援教育の専門
家の監修のもと、重要な
部分を強調するなどレ
イアウトを工夫したり、
ユニバーサルデザイン
フォントを使用したり
して、読みやすさに配慮
するなどしている。 

〇問題発見から解決ま
での学習の進め方が示
されており、その流れで
学習を進める課題が各
学年の利用の節にあり、
主体的・対話的で深い学
びになるよう工夫され
ている。 
（1 年 p.7～9、231、232） 
〇章の扉にある課題は、
実生活に即した問題を
取り上げており、数学と
実生活との関連が意識
できるよう工夫されて
いる。（1 年 p.124、125） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 数学 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｅ 

〇「QUESRION」では、問
題の他に男女のイラス
トに吹き出しがついて
おり、既習事項を確認し
たり、深めたりするよう
なセリフが書かれてい
る。（1 年 p.45） 
〇章末の確認問題を基
本、応用、活用と分けた
り、巻末に復習問題や総
合問題を取り上げたり
することで、個に応じて
学習できるよう工夫さ
れている。 
（3 年 p.39～41、 

268～283） 

〇「平面図形」では、「い
ろいろな角度の作図」と
して、90°の作図を考
え、その後、角度に注目
して基本の作図を学習
するように構成されて
いる。（1 年 p.168～176） 
〇基本の作図を学習し
た後、「平行線と面積」
を扱っている。 
（1 年 p.177、178） 

〇章末のページには「役
立つ数学」の項目があ
り、その章で学習した内
容が社会において活か
されている場面を紹介
し、興味・関心を高める
よう工夫されている。 
（3 年 p.42 など） 
〇立体の投影図、多角形
の外角の和、三平方の定
理の証明ではページ右
上に関連する図を載せ、
興味・関心を高めるよう
工夫されている。 
（1 年 p.199～219） 

〇章の学習後「できるよ
うになったこと」を具体
的にチェックする欄や
「さらに学んでみたい
こと」を書く欄が設けら
れており、学びを振り返
ることができるよう工
夫されている。 
（1 年 p.163） 
〇「Tea Break」では、発
展的な項目もあり、その
章で学習した内容を活
用して深めるとともに、
高校の学習との接続を
意識した内容になって
いる。（2 年 p.54、55） 

〇「比例と反比例」では、
視力検査に用いられる
ランドルト環を教材と
して取り上げており、数
学と実生活との関連が
実感できる。 
（1 年 p.156、157） 
〇全学年の最初に「数学
の力」というページを設
け、数学を活用して社会
で活躍している人のイ
ンタビュー記事を取扱
っている。 

〇色覚のちがいによっ
て学習に支障が出るこ
とがないようにカラー
ユニバーサルデザイン
をふまえた色遣いを工
夫している。フォントも
ユニバーサルデザイン
フォントにしている。 
○全学年の巻末には、プ
ログラミングを体験で
きる学習内容が載せら
れている。 

〇章の導入では、日常生
活でみられる問題を扱
い、問題発見・解決の過
程を重視した数学的活
動を設定することで、主
体的・対話的で深い学び
となるよう工夫されて
いる。（2 年 p45、46） 
〇学習がスムーズに進
められるように、関連す
る既習事項を「ふりかえ
り」として取り上げてい
る。（2 年 p.65） 

Ｇ 

○解答を 2種類の方法で
示したり、丁寧な説明が
してあったりして、自ら
学習に取り組むことが
できるように配慮され
ている。（1 年ｐ.43） 
○「例」「たしかめ」「問」
のようにスモールステ
ップで学習できるよう
配慮されている。 

○各章の冒頭に「学習を
する前に」が設けられ、
既習事項の確認とこれ
からの学習への準備が
図られるよう配慮され
ている。（1 年 p.12） 
○各章の終わりに、学習
のまとめのページがあ
り、既習事項の要点が簡
潔にまとめられている
構成となっている。 
（1 年 p.63） 

○各章の冒頭に実生活
の中で活用されている
例が紹介されており、
興・味関心を高められる
よう工夫されている。 
（2 年ｐ.43） 
○各章の導入「レッツト
ライ」では、学校生活で
の出来事など身近な場
面設定がされており、生
徒が興味・関心を高めら
れるよう工夫されてい
る。（1 年 p.14） 

○巻頭の「数学的な考え
方のまとめ」では、考え
方の視点が紹介されて
おり、各自が多様な見方
で考えられるよう工夫
されている。（1 年 p.11） 
○「工夫してノートを書
こう」というコーナーを
設け、ノートの取り方に
ついて助言することで
まとめる力や表現力を
育成するよう配慮され
ている。 
（1 年 p.66、67  
2 年 p.40、41  
3 年 p.44、45） 

○数学の広場では、実生
活の中にある数学につ
いて話題を提供し、日常
との関連性が意識でき
るよう工夫されている。 
（2 年ｐ.84） 
○数学の広場では都市
模型製作者を紹介し、学
んだことが仕事に生か
されていることや数学
を学ぶ意味について紹
介している。 
（3 年 p.258、259） 

○活用問題を見開き 2ペ
ージで掲載し、問題解決
のプロセスを側注に設
けて主体的な学びにな
るよう配慮されている。 
（2 年.118、119） 
○全学年巻末にグラフ
が添付されており、取り
外して使うことができ
るようになっている。 

○ページの右側に脚注
をつけ、数学的な考え方
や問題解決のプロセス
を明示し、主体的な学び
になるよう配慮されて
いる。（2 年 p.118、119） 
○解答を 2種類の方法で
示したり、丁寧な説明が
してあったりして、自ら
学習に取り組むことが
できるように配慮され
ている。（1 年ｐ.43） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 数学 No. （ 3 ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｌ 

○章末問題「学びをたし
かめよう」では、問題に
チェック欄を設け、基
礎・基本の定着が図られ
るよう配慮している。 
（2 年 p.30、31） 
○「例題」では考え方を
示し、解答の背景に罫線
をつけるなど、ノート作
りを手助けする工夫が
なされている。 
（3 年 p.26） 

○2 年「箱ひげ図とデー
タの活用」の「数学ライ
ブラリー」では、箱ひげ
図を縦向きで提示し、ヒ
ストグラムと比較して
違いが分かりやすくな
るよう配慮している。 
（2 年 p.178） 
○各章冒頭の導入では、
見開き 2 ページを使っ
て、問題提示をし、話し
合い活動をしながら学
習が進められるよう工
夫されている。 
（2 年 p.94、95） 

○巻末の「学びをいかそ
う」では、操作活動を通
して、興味・関心をもっ
て学習できる内容を取
り上げている。 
（3 年 p.33、34） 
○日常生活での出来事
など、身近な場面設定が
されており、興味・関心
をもって取り組める題
材を取り上げている。 
（3 年 p.153） 

○問題の後に？マーク
を設け、自分から新たな
疑問を見いだし、課題解
決しようとする力を生
み出すことができるよ
う工夫されている。 
（1 年 p.103） 
○数学的な見方・考え方
を利用して課題解決が
図られるよう、学習活動
の流れをステップ 1．2．
3 で表し、取り組みやす
いよう配慮している。 
（1 年 p.50、51） 

○巻末の「学びをいかそ
う」では、身の回りで役
立てたり、学んだ事がら
を深めたりする題材を
扱い、個に応じて数学的
見方・考え方を養うこと
ができるよう工夫して
いる。 
○巻末の「学びをいかそ
う」の「社会科見学」で
は、学んだことが社会で
どのよう役立てられて
いるか紹介している。 
（1 年 p.59、60） 

○QR コードを使って個
人学習や、家庭学習がで
きるよう、解答だけでな
く、ヒントや途中式が示
してある。（1 年 p.55）
○本書の表表紙が「みん
なで学ぼう編」、裏表紙
が「自分から学ぼう編」
に分けられ、目的によっ
て本書を使い分けやす
いよう工夫している。 

○本書を「みんなで学ぼ
う」「自分から学ぼう」
の 2 編に分類し、基礎・
基本の定着と学びをい
かす学習の充実が図ら
れるよう工夫している。
○各章の導入では、話し
合い活動を設けて思考
力・表現力を高めるため
の協同的な学びになる
よう配慮されている。 
（2 年 p.94,95） 

Ｎ 

○学習の目標を明示し、
見通しをもって学習活
動が進められるよう配
慮されている。 
（1 年 p.19) 
○キャラクターの会話
を通して疑問や気付き
に沿いながら進められ
るよう配慮されている。
（1 年 p.21） 

○各章の冒頭に、「学習
の前に」が設けられ、既
習事項の確認と、これか
らの学習への準備が図
られるよう配慮されて
いる。（1 年 p.186） 
○大事な事柄にアンダ
ーラインを色分けして
分かりやすく示すなど、
理解を促すよう工夫し
ている。（1 年 p.26、27） 

○キャラクターが「0＞-
3＜+1 はなぜだめか?」
「途中から乗法になっ
ているのはどうして?」
など、生徒が抱く素朴な
疑問を取り上げ、考えを
促すような工夫がされ
ている。（1 年 p.23、83）
○先生、生徒のキャラク
ターが学習の進め方を
導き、学習に取り組みや
すくなるように配慮さ
れている。（2 年 p.64） 

○別冊「探求ノート」で
は、教科書の内容を深め
るための題材が取り上
げられ、数学的な見方・
考え方を養う工夫がさ
れている。 
○章の途中に「説明しよ
う」「考えよう」を設け、
思考力・表現力が高めら
れるよう配慮されてい
る。（2 年 p.18、37） 

○巻末「数学旅行」では、
身の回りにある数学を
取り上げ、個人の興味・
関心に応じて数学の楽
しさを感じられるよう
工夫している。 
（2 年 p.199） 
○章末に「考えよう」「調
べよう」を設け、学びが
社会の中にある数学に
つながっていることが
意識できるよう工夫し
ている。（3 年 p.215） 

○「空間図形」の章の表
紙に、仁摩サンドミュー
ジアム、「一次関数」では
山陰本線の写真が掲載
されている。 
（1年 p.187、2年 p.101） 
○巻末には領域ごとに
内容のまとめが掲載さ
れており、学びの連続性
を確認することができ
るようになっている。 
（1 年 p.184～291） 

○別冊を使って本册の
発展的な学びを探求し
ながらすすめていくよ
うな工夫がされている。
○先生、生徒のキャラク
ターが学習の道筋を示
したり、ポイントを押さ
えたりすることで、学習
に取り組みやすくなる
よう配慮している。 
（2 年 p.64） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 数学 No. （ 4 ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｏ 

○各節の冒頭では「めあ
て」が明示されており、
見通しをもって学習が
進められるよう配慮さ
れている。（1 年 p.16) 
○「例」と「問」が同程
度の難易度になってお
り、基礎的・基本的な内
容の定着が図られるよ
う配慮されている。 
（1 年 p.26) 

○「問」の次に発展問題
に取り組めるよう、「チ
ャレンジ」や「次の課題」
を設け、自ら学習を進め
ることができるよう工
夫されている。 
（2 年 p.49) 
○各章の冒頭に「次の章
を学ぶ前に」が設けら
れ、既習事項の確認とこ
れからの学習への準備
が図られるよう配慮さ
れている。（1 年 p.13） 

○各章の導入では、見開
き 2ページを使って課題
が提示され、その課題を
もとに学習が展開され
るよう工夫されている。 
（1 年 p.14、15) 
○「数学のたんけん」で
は、高校数学や歴史など
様々な視点で数学を紹
介しており、生徒の興
味・関心を喚起するよう
な内容になっている。 
（3 年 p.120、134） 

○「学び合おう」では見
開き 2 ページを使って、
活動の手順が明記され、
思考力・表現力を高める
活動を取り入れている。 
（3 年 p.34、35) 
○全学年巻末には「対話
シート」が設けてあり、
数学的活動の充実を促
されるよう工夫されて
いる。 

○巻末「マイトライ」で
は、東京オリンピック・
パラリンピックのエン
ブレムを取り上げ、数学
がデザインに活かされ
ていることを紹介して
いる。（3 年 p.214) 
○「身近なことがら」の
部分の背景に色をつけ
るなど、実生活とかかわ
りのある問題が視覚的
に分かるよう工夫され
ている。（3 年 p.153) 

○表紙裏の見開き 2ペー
ジには、数学の美しさが
感じ取られる写真を大
きく掲載している。 
○「空間図形」では仁摩
サンドミュージアムの
写真が掲載されている。 
（1 年 p.198) 

○中学生のキャラクタ
ーが数学用語を使って
表現する場面を示すこ
とで、言語活動充実のた
めの学習につなげられ
るよう工夫されている。 
（3 年 p.34、35） 
○各節の冒頭では「めあ
て」が明示されており、
見通しをもって学習が
進められるよう配慮さ
れている。（1 年 p.16) 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 理科 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

○各学年ゆとりをもっ
て学習が進められるよ
うに総授業時数の 90％
程度で指導できるよう
計画されている。 
○発展的な内容につい
ては、必修の内容や高等
学校との関連を図り、過
度な負担にならないよ
うに配慮されている。 
○つまずきやすい内容
に例題、練習、確認を設
定し、さらにデジタルコ
ンテンツの動画などを
利用して学力の向上を
目指す工夫がされてい
る。(2 年 p.192、193) 

○各節ごとに、ページ下
に学習の流れと現在の
学習箇所が記載されて
おり、生徒が見通しを持
って学習を進められる
ように配慮されている。
(3 年 p.48,49) 
○章の始めと終わりに
「before & after」が示
されており、目的意識を
もって学習に取り組み、
学習したことの振り返
りができるように構成
されている。 
（2 年 p.91、108） 

○表紙や章の扉絵に自
然や科学のダイナミッ
クな画像を用い、探求の
始まりを期待させるよ
うな一言が添えてある。 
○各節の初めに「レッツ
スタート」を設け、課題
発見を促すように工夫
されている。（2年 p.190） 
○コラム「つながる科
学」で題材ごとに理科を
身近に感じられる内容
を全学年で 130テーマ用
意している。 
（3 年 p.33、157） 
○各単元末に「科学の本
だな」で 3 冊ずつ関連書
籍を紹介している。 
（1 年 p.141、193） 

○課題提示に合わせ、イ
ラストによる対話例の
一部を示すことで、生徒
の対話を促すようにし
てある。（1 年 p.86、157） 
○SDGs の実現に向けた
取り組みを紹介し、30 年
後の社会について討議
を行う実習を設定して
いる。（3 年 p.310、311） 
○「活用」では、学んだ
ことを生かして、自分の
考えを文章で表現する
活動が多く取り入れら
れており、思考力・判断
力・表現力を高めること
ができるよう配慮され
ている。（2 年 p.271） 

○小学校や前学年での
既習事項を「これまで学
んだこと」とし、上級学
年、高校での学習を「発
展」として紹介すること
で、縦のつながりを意識
しやすいよう工夫され
ている。（3 年 p.30、55） 
○他教科の学習内容と
の関連を示し、より深い
理解につながる工夫が
されている。（1年 p.222） 
○単元末コラム「世界に
つながる科学」で様々な
職業やその職業で働く
人を学習内容と関連づ
けて紹介している。 
（1 年 p.186、187） 

○巻末資料に各学年の
学習内容と科学史の関
連が一覧で示されてい
る。（1 年 p.257、2 年
p.307、3年 p.322、323） 
○D マークコンテンツで
は粒子の動きやグラフ
などを動画でシミュレ
ーションできる。 
（2 年 p.136、192） 
○全学年巻末に学習に
関わるペーパークラフ
トがついており、生徒自
ら組み立て、活用するこ
とで地学に必要な空間
認識能力の育成に役立
つよう工夫されている。 

○豊富なイラストを参
考にした言語活動を通
して、思考力・表現力の
育成に配慮されている。 
○小中高の縦のつなが
りや他教科の横のつな
がりを意識しやすいよ
う工夫されている。 
○標準的な観察・実験の
内容が取り上げられ、分
量も適切である。 
○薬品や電気を扱う実
験には「注意」を示し、
安全への配慮がされて
いる。 
○UD フォント、カラーUD
を用い読み取りやすい
紙面としてある。 

Ｂ 

○学習内容を深める資
料や生活と関連した資
料など、多様なものを豊
富に配置し、理解や習熟
の程度に応じて取り組
めるようになっている。 
（1 年 p.160、161） 
○「基本操作」では、図・
写真等で分かりやすく
してあり、器具によって
は動画コンテンツも用
意してある。（2年 p.163） 
○総授業時数の 95%程度
で指導できるような分
量になっている。 

○各学年の目次に、「継
続観察（観測）」の項目
を設け、年間を通じた観
察（観測）が行えるよう
になっている。 
（各学年 p.3） 
○観察・実験では、タイ
トルや目的に加えて着
目点が示され、見通しを
もって取り組むことが
できる。また、手順の中
にコツが示され、観察・
実験の成功率を高める
よう工夫されている。 
（1 年 p.83、180） 
○本文は見開きの中央
に、関連資料は周囲に配
置されている。 
（1 年 p.174、175） 

○各単元始めの 2ページ
に、「学習したこと」「学
習すること」で繋がりを
分かりやすくまとめて
ある。（3 年 p.226、227） 
○各単元末に「探究活
動」のページがあり、学
習したこと活用して課
題を解決していける題
材が紹介されている。 
（2 年 p.222、223） 
○「発展」では、学習内
容とつながりのある発
展的な内容を掲載し、生
徒の知的好奇心や探究
心に応じて学びを深め
られるようになってい
る。（2 年 p.18、129） 

○キャラクターの会話
場面を掲載し、対話的な
学びを促す工夫がされ
ている。（3 年 p.255） 
○ESD を通じた SDGs 達
成のために、各学年に環
境や国際理解などの
様々な資料が用意され、
SDGs について知り、主体
的に行動できるように
なっている。（2年 p.287、 
3 年 p.324～327） 
○単元末には、まとめ・
単元末問題に加え、読解
力問題が用意され、自学
自習ができるようにな
っている。（2 年 p.228） 

○「Professional」では、
キャリア教育の視点で
理科に関係した職業を
紹介している。 
（1 年 p.63、171） 
○「科学のあしあと」で
は科学者の業績などが
紹介されている。 
（2 年 p.27） 
○「くらしの中の理科」
では、学習内容が日常生
活や社会で活用されて
いる話題を紹介してい
る。（2 年 p.41、182） 
○「つながる」、「つな
がる×Science Press」で
は他教科や他の単元の
学習との関連が分かる
ようにしてある。 
（2 年 p.182、229） 

○「ジオパークを見学し
てみよう！」の中で山陰
海岸が紹介されており、
世界に誇ることができ
る自然が地域に存在し
ていることを確認でき
る。(1 年 p.280) 
○AR 技術を用いた専用
アプリで教科書紙面上
のマーカーを読み取る
と webページのコンテン
ツを表示できる。 
（1 年 p.79、94） 

○豊富な写真やイラス
トなどの資料により、興
味をもって理科の探究
学習を進めることがで
きるよう配慮されてい
る。 
○学習前後のつながり
や日常生活とのつなが
りを意識して学習でき
るよう工夫してある。 
○学習内容、実験・観察
の分量は適切である。 
○「注意」や「コツ」が
示され、実験が安全かつ
正確に行えるよう配慮
されている。 
○UD フォント、カラーUD
が用いられている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 理科 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｅ 

○必要なことを端的に
学習できるよう分量が
絞ってあり、探求や定着
に時間をかけられるよ
うな構成が特徴。 
○総授業時数の 60～
70％程度で指導出来る
ような分量になってい
る。 
○考察の例が充実して
いるため、分析・解釈を
するポイントが分かり、
考察を書けるようする
工夫がされている。 
（2 年 p.52） 

○各学年巻頭の 9～15ペ
ージ分で「理科のトリセ
ツ」として学習の意味・
方法についてまとめて
ある。 
○本文はページの左上
寄せになるようレイア
ウトされ、右側や下半分
には写真・図などの様々
な資料が大きく掲載さ
れている。（3 年 p.99） 
○全ての実験・観察で、
探求の過程を意識しや
すいよう、課題（1 ペー
ジ）、方法（見開き 2 ペ
ージ）、結果（1 ページ）
で分けてある。 
（2 年 p.61～64） 

○各学年の巻頭折込の
「ミッション X」では、
学習内容と職業の関連
を紹介し、科学を学ぶ意
義や有用性を実感でき
るように工夫されてい
る。（2 年 p.⑥-1） 
○「気付き→課題設定→
仮説→計画」が１ページ
でまとめてあり、思考の
流れが分かりやすい。 
（1 年 p.109） 
○学習内容に沿って、多
くの写真や図の資料が
用意され、学習意欲を高
める工夫がされている。 
（1 年 p.144、145） 

○実験の課題設定・ふり
かえりの場面では、生徒
が会話をしながら考え
を広げていく様子が示
され、対話的な学びを促
す工夫がされている。 
（1 年 p.117、120） 
○実験の流れに沿って
機器の扱い方が「基本操
作」として丁寧に説明さ
れている。（1 年 p.92） 
○章始めに Can-Do List
があり、3 観点の「資質・
能力」が各章の学習内容
に対応してどのような
目標となるか例示され
ている。（1 年 p.68） 

○「つながり○○」とし
て他教科との関連を示
すマークが付けられて
いる。（1 年 p.24） 
○コラム「サイエンスカ
フェ」では、学習内容が
実生活に関連している
ことを示す多彩な資料
を用意している。 
（3 年 p.31、71、180） 
○各学年で SDGs につい
て取り上げられ、環境保
全の態度を育む工夫が
されている。（1 年 p.⑤） 

〇各学年の巻末に、アイ
デアボードとして機能
するページが設けてあ
り、生徒同士の話し合い
に活用でき、学び合う態
度が育成できるように
配慮されている。 
○各章末の「学びを日常
に生かしたら」では、生
活と結びついた発展課
題が設定されており、学
習したことを生活に生
かす内容になっている。 
○コラムや基本問題を
電子化（QR コード教材
100 種類以上）し、教科
書は現行版に対し 20%軽
量化。 

○探求的な活動の方法
が記載されており、3 つ
の資質・能力を意識しな
がら生徒が主体的に学
習できるよう配慮され
ている。 
○既習内容の振り返り
や繋がりを意識して学
べる工夫がされている。 
○学習内容が精選され
余裕をもって学習でき
る分量になるよう配慮
されている。 
○「ストップ!!」マーク
の表示で実験の安全に
配慮してある。 
○UD の視点で色使いや
レイアウトに配慮して
ある。 

Ｇ 

○「疑問を見つける」の
場面では、生徒が生活体
験や自然の事物・現象か
ら疑問を見出す様子が
表現され、主体的に学習
を進められるよう配慮
されている。（1年 p.82） 
○総授業時数の 90％程
度で指導出来るような
分量になっている。 
○「要点チェック」「要
点と重要用語の整理」
「基本問題」「学年末総
合問題」の 4 ステップで
学習内容の定着を図っ
ている。 
（3 年 p.23、41、61、 

62～65） 

○各学年巻頭の「探求の
進め方」によって学習活
動をどのように進めて
いくか明示し、折込を開
くことで本文見ながら
探求の流れを参照でき
る。（3 年 p.⑤） 
○実験・観察の目的から
方法、結果までが、見開
きの 2ページにまとめて
配置してあり、見通しを
もって取り組むことが
できるよう工夫されて
いる。（3 年 p.48、49） 
○視点移動が複雑にな
らないよう、上から順に
読み進められる脚注レ
イアウトになっている。 
（1 年 p.89、188） 

○コラム「ハローサイエ
ンス」では、身近な科学
の話題や最先端の科学
の話題を紹介し、興味・
関心を高める工夫がさ
れている。（2 年 p.22） 
○各章の始めと終わり
に「学習前の私」と「学
習後の私」という問いを
設定し、自らの変容を認
識できるよう工夫され
ている。 
（3 年 p.188、205） 
○発達段階を考慮して
文字サイズを学年によ
っての変更し、読みやす
くなるよう工夫してい
る。 

○各学年巻頭に「探求の
進め方」としてまとめて
示されている。 
（1 年 p.⑤-2） 
〇「禁止」「注意」「指示」
の 3区分のマークが大き
く記載され、観察・実験
を安全に実施できるよ
うに工夫されている。 
（3 年ｐ.31） 
○レポートの書き方と
レポートの例が掲載さ
れていて、思考力・表現
力を育成できるよう工
夫されている。 
（2 年 p.3、72、107） 

○算数・数学との連携が
重視されており、「ブリ
ッジ算数・数学」では、
算数・数学科で学習する
内容との関連を示し、生
徒が学んだ知識をつな
げやすくなるよう配慮
されている。（2年 p.248） 
○巻末に「理科で使う算
数・数学」がまとめてあ
る。（3 年 p.349） 
○「思い出そう」や「発
展」の項目が用意されて
いて、小・中・高の接続
を意識して学習できる
よう工夫されている。 
（3 年 p.21～23、153、 
171） 

○各学年の巻末に、付録
の生物カード、原子のモ
デルカード、星座早見作
成シートがついている。 
○重要用語は、太い色文
字で強調され読み仮名
をつけるように配慮さ
れている。 
（1 年 p.81） 
○ウェブサイト「まなび
リンク」でコンテンツ
（外部サイト）を見るこ
とで、学校での学習の補
完や自宅での事前学習・
復習に利用することが
できる。（2 年 p.185） 

○巻頭の「探求の進め
方」に沿って実験を行
い、科学的な思考力・表
現力が身につくよう配
慮されている。 
○算数・数学との連携を
重視しながら、小中高と
の接続を意識して学習
できるよう工夫されて
いる。 
○実験の分量・内容とも
に適切である。 
○「禁止」「注意」「指示」
のマークで安全に配慮
されている。 
○UD のフォントやカラ
ーが用いられ、重要用語
は太い色文字を使用す
る工夫がある。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 理科 No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｌ 

○単元名を各学年で、生
命・地球・物質・エネル
ギー・環境（3 年）に統
一し、系統性をとらえや
すくしている。 
○主体的・対話的で深い
学びの実現を目指し、探
究の流れに沿って活動
できるような内容にな
っている。 
○総授業時数の 90～
95％程度で指導できる
ような分量になってい
る。 

○各単元始めの「学ぶ前
にトライ！」、単元末の
「学んだあとにリトラ
イ！」で同じ問いを再考
し、学習による成果を確
認することができる。 
(3 年 p.47、93) 
○理解しにくい、また
は、誤解しやすい内容に
例題や「基本のチェッ
ク」「なるほど」を設定
し、生徒のつまずきを解
決できるよう工夫され
ている。 
（1 年 p.222、226） 
○本文は見開きの中央
に、関連資料は周囲に
配置されている。 
（1 年 p.146、216） 

○単元の導入に好奇心
を刺激する 1枚写真があ
ったり、科学にアクセス
の QR コードで単元内容
がイメージできる動画
が視聴できたりする。 
（2 年 p.70、71） 
○理科の有用性を感じ
させる科学コラムが全
学年で 128 項目あり、部
活・料理・仕事など幅広
い内容が取り上げられ
ている。（3 年 p.199） 

○様々な疑問を探究的
に解決する探 Q実験が各
学年 4実験ずつ用意され
ている。巻末に実験に対
応した探 Q シートがあ
る。（3 年 p.23、24） 
〇教科書全体が、災害の
経験から得た知恵を未
来に活かす「未来志向型
の防災・減災教育」の考
え方に沿って記述され
ており、防災意識を高め
るように工夫されてい
る。 
（1 年ｐ.82、 
2 年ｐ.122～125、 
3 年ｐ.292～295） 

○「○○と関連」のマー
クで他の教科との関連
が示され、教科横断的な
理解に繋がるような配
慮がある。 
（2 年 p.34、238） 
○各単元末に「広がる世
界」として、読み物を掲
載し、学習内容が社会や
未来に広がっているこ
とを知る機会としてい
る。（1 年 p.264、265） 
○巻末「サイエンス資
料」で、理科でよく使う
算数・数学の知識につい
て記載し、他教科との関
連についても本文中で
マークをつけ、明示され
ている。（2 年 p.295） 

○各学年とも巻末に「探
Q シート」がついており、
書き込みをしながら探
究の流れをつかみ、主体
的・対話的な学びにつな
がる実験ができるよう
工夫されている。 
○QR コードを介したコ
ンテンツが 310項目用意
され、授業での一斉解説
への利用や家庭での主
体的な学習への利用が
できるようになってい
る。 
（1 年 p.132、194、195） 
○大田市の海岸や日御
碕の流紋岩、浜田市の礫
岩などが取り上げられ
ている。 
（1 年 p.71、96、104） 

○探究する力を身につ
けるために、「探 Q 実験」
や「探 Q シート」などの
工夫がされている。 
○「関連」マークにより
教科横断的な理解につ
ながるよう配慮されて
いる。また、各学年の単
元を生命・地球・物質・
エネルギーで統一し、系
統性を持たせている。 
○学習内容、観察・実験
ともに適切な分量であ
る。 
○観察・実験の「注意・
安全」マークで安全への
配慮がされている。 
○メディア UD、UD 書体
が用いられている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 音楽（一般） No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｇ 

○1 年間で学習内容が、
「学びのユニット」に、
学びのねらいと教材や
活動、学びを生かして比
べる曲等が示されてお
り、「学びのてがかりと
なるヒント」として、そ
の楽曲で扱える音楽の
要素も示されている。 
（1 年、2･3 年上下 p.4） 
○音楽的な見方・考え方
を働かせて主体的に学
ぶこと、協同的に学ぶこ
とを重視しており、その
具体的な学習例も示さ
れている。 
○歌唱・創作・鑑賞の学
習がバランスよく設定
されている。 

○学びのねらいに向か
いやすい楽曲を取り扱
っており、主要教材で学
んだことを生かして、よ
り確かな学びとなるよ
うに「比べてみよう」の
教材が設定されている。
必要に応じてさらに学
びが深められるよう「深
めてみよう」の教材も設
定されている。 
○「ACTIVE！」では、主
体的で・対話的で深い学
びの実現に向けて学び
合える活動ができるよ
う工夫されている。「話
し合おう」によって協同
的な活動もできる。 

○教材の配列を工夫し
て、学習内容の関連が図
られている。 
○写真や絵が多用され
ており、学習活動もわか
りやすく、興味をもちや
すい内容になっている。 
○教科書に沿って学習
することで、見通しをも
って学習ができるよう
なっている。 
○学習者用デジタル教
科書で学びが深められ
る。 
○学習に集中できるよ
うにユニバーサルデザ
インで作られている。 

○我が国や郷土の伝統
音楽に愛着がもてるよ
う鑑賞と表現の活動が
関連づけられている。 
○郷土の音楽や芸能で
は、写真や解説などたく
さんの資料が掲載され
ている。（1 年 p.46 等） 
○日本の音楽と世界の
音楽の共通性と固有性
を考える「何が同じで、
何がちがう」が各学年に
設定されている。 
○「CM をつくろう」では、
地域を紹介する CM つく
りを取り扱い、総合等と
の関連が図られるよう
工夫されている。 
（2･3 年下 p.24） 

○日本や世界の歴史と
つなげて学ぶことがで
きる教材を扱っている。 
○「「音」ってなぁに？」
（1 年 p.66）では、物理
的な視点から音のしく
みに、「私たちのくらし
と音楽」（2･3 年上 p.70）
では、知的財産権に、「コ
ンピュータと音楽」（2･
3 年下 p.64）では、イン
ターネット社会に触れ
られている。 
○SDGs＜持続可能な開
発目標＞に関連のある
教材を扱っている。 
（2･3 年下 p.66、74） 

○教科書の内容にリン
クした動画、音声、ワー
クシートを活用できる
よう「まなびリンク」の
活用ができる。 
○特別支援教育の観点
から紙面構成されてい
る。 
○学習者用デジタル教
科書だけでなく、指導者
用デジタル教科書もあ
り、楽譜連動再生や創作
ツール、動画、ワークシ
ートなど、授業の可能性
が広がる。 

○全学年を通じて「学び
のユニット」で、何を学
ぶのか、ねらいや「音楽
を形づくっている要素」
などもわかりやすく示
されている。 
○主体的・対話的で深い
学びに向けての工夫が
されており、教科書に沿
って学習をすることで、
学びが深まるよう工夫
されている。 
○3 年間を通じて、我が
国と世界の音楽の共通
性と固有性を比較する
ことによって、それぞれ
の音楽文化の理解が深
まるよう工夫されてい
る。 

Ｈ 

○1 年間で学習する内容
が分かる「学びの地図」
が掲載されており、生徒
にとって各教材を通し
て自分がどのような音
楽の力を身に付けられ
るかが明確化されてい
る。 
（1 年、2・3 年上下 p.8） 
○ユニバーサルデザイ
ン（UD）への配慮がされ
ており、読みやすい字体
や分かりやすい紙面に
なっている。 
○義務教育 9年間の系統
性と一貫性を重視して
学習内容が配列されて
いる。 

○教科書の手順に沿っ
て学習を進めることで、
主体的・対話的で深い学
びを実現することがで
きるように工夫されて
いる。（1 年 p.30 など） 
○生徒が自分の考えを
書き込んで整理しなが
ら学習を進めることが
できるように、ワークシ
ートが多数掲載されて
いる。（1 年 p.47 など） 

○紙面に QR コードが印
字してあり、ICT 機器を
使って動画や音声など
の情報を視聴、閲覧する
ことができる。 
○生徒が実感や親しみ
をもって学習を進めら
れるように、体を動かし
ながら行う体験活動が
多く取り入れられてい
る。（2 年 p.50 など） 
○「音楽を形づくってい
る要素」を通して、学ん
だ学習を振り返ること
ができ、次の学びにつな
げることができるよう
に工夫されている。 
（1 年 p.67） 

○生徒が興味・関心をも
って自分の住む地域の
文化に親しむことがで
きるよう、日本各地に伝
わる民謡、祭りや芸能を
教材として取り上げる
とともに、中学生が郷土
の祭りや芸能の担い手
として活躍している様
子が紹介されている。 
（2､3 年下 p.54） 

○楽曲の歌詞の内容や
写真については、道徳教
育や人権教育の観点に
立って選ばれており、生
徒が自分の個性を生か
しながら、多様な他者を
価値ある存在として尊
重し、共同していくこと
ができるように配慮さ
れている。 
○「生活や社会の中の音
楽」では、学年に応じた
テーマを設け、音や音楽
と生活や社会との関わ
りについて、徐々に視野
を広げて考えられるよ
う工夫されている。 
（2､3 年下 p.68） 

○生涯にわたり音楽文
化に親しむ態度を育む
ことができるように、ク
ラシック音楽やポピュ
ラー音楽など多彩なジ
ャンルの作品が紹介さ
れている。 
（2､3 年下 p.40） 
○三大芸能といわれる
「能」「文楽」「歌舞伎」
について、写真や資料の
充実が図られ、生徒が自
国の文化に誇りをもち、
興味・関心をもって学習
を進められるよう配慮
されている。 

○各教材に「学習目標」、
「活動文」、「音楽を形
づくっている要素」が掲
載されており、生徒にと
っては身に付けられる
学力が一目で分かり、教
員にとっては学習指導
計画を立てる際や、評価
規準を考える際の参考
にすることができる。 
○3 年間を通して、我が
国や郷土の伝統音楽に
系統性をもって学習で
きるように工夫されて
いる。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 音楽（器楽合奏） No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｇ 

○「学びのねらい」→「学
びのポイント」→「まと
めの曲」の順に、基本的
な奏法から練習課題ま
でが見開きになってお
り、学習を見通せるよう
に構成されている。 
○和楽器を扱う教材に
は口唱歌についても扱
われており、楽器によっ
て違うことが比較でき
るようになっている。 
（p.23） 

○ソプラノとアルト、ど
ちらでも学習ができる
ようになっている。 
○篠笛や尺八、箏、三味
線、和太鼓等和楽器も扱
っており、それぞれに練
習曲が掲載されている。 
○器楽にも「何が同じ
で、何がちがう」があり、
吹く楽器、弾く楽器それ
ぞれの特徴を考えられ
るようになっている。 
（p.52 等） 
○様々な楽器でアンサ
ンブルができるように、
アンサンブルの楽曲も
多く掲載されている。 

○特に和楽器では、写真
がたくさん掲載されて
いて、教科書を見たらど
のように演奏すればよ
いのかが見てわかるよ
うになっている。 
○見やすい資料が多数
掲載されており、口絵に
は箏と篠笛の家元から
のメッセージも掲載さ
れており、学びのその先
へ通じる読み応えのあ
る内容になっている。 
○和楽器でもポピュラ
ー音楽が演奏できるよ
うに様々な楽曲が掲載
されている。 
（p.84 等） 

○「学びのユニット」は、
「吹く楽器の仲間」「弾
く楽器の仲間」「叩く楽
器の仲間」に分類されて
おり、地域や学校の実
態、生徒の発達段階に応
じて多様な構成が検討
できるようになってい
る。 
○箏や三味線では鑑賞
と表現、表現と創作との
関連を図ることができ
るように工夫されてい
る。（p.42、50） 
 
 

○生涯にわたり音楽文
化に親しむ態度を育む
ことができるように、ギ
ター＆キーボード表を
大きく見やすく表にさ
れている。（口絵③） 
 

○「まなびリンク」では、
模範演奏の試聴や、楽器
のさらに詳しい解説を
見ることができる。 
○器楽アンサンブルだ
けでなく、楽器を使わな
いリズムアンサンブル
の楽曲も扱っている。 
（p.90、91） 
○鑑賞教材とリンクし
た曲が扱われており、鑑
賞と表現の関連を図る
ことができるようくふ
うされている。（p.94 等） 

○見開きごとに学習を
見通せるようになって
いる。 
○洋楽器と和楽器のど
ちらも学習でき、それぞ
れの特徴を比べたり考
えたりする場面もあり、
協同的な活動によって
深い学びへ向かえるよ
うに工夫されている。 
○地域や学校の実態に
合わせて多様な学習が
できるようになってい
る。 

Ｈ 

○1 年間で学習する内容
が分かる「学びの地図」
が掲載されており、生徒
にとって各教材を通し
て自分がどのような音
楽の力を身に付けられ
るかが明確化されてい
る。（p.8） 
○様々な楽器が紹介さ
れているが、生徒が主体
的に学習できるように、
基礎的な奏法に始まり、
練習課題が多く用意さ
れている。 

○様々な合奏体験がで
きるように、アンサンブ
ル曲が多数掲載されて
いる。 
○アンサンブルで生徒
が意欲的に活動に取り
組むことができるよう
に、掲載されている打楽
器の種類が増えている。
（カホン、ジェンベ、ド
ラムセット） 
○「六段の調」の唱歌で
は、1 年 p.56「六段の調」
の鑑賞との関連を図る
ことができるように工
夫されている。 
（p.46） 

○ソプラノリコーダー
の扱いが充実し、小学校
からの学びをさらに深
めることができるよう
に工夫されている。 
○演奏者からのメッセ
ージを通して、より主体
的・対話的に学びに向か
うことができるように
工夫されている。 
（p.62） 
○「楽器で Melody」では、
箏や三味線など和楽器
でもポピュラー音楽が
演奏できるように様々
な楽曲が掲載されてい
る。（p.96） 

○生徒が興味・関心をも
って和楽器に親しむこ
とができるよう、実際に
取り組んでいる同年代
である中学生の奏者へ
のインタビューが紹介
されている。 
（p.107） 

○音や音楽が、生活や社
会、文化とどのように関
わり、どのような意味や
価値をもつのかを、生徒
が意識的に考えるペー
ジが新設されている。 
（p.75） 
○生涯にわたり音楽文
化に親しむ態度を育む
ことができるように、ギ
ターやキーボードに対
応したコード表が資料
として掲載されている。 
（p.102） 

○「音楽ってなんだろ
う？」では、人はなぜ演
奏するか、音楽を聴くと
はどういうことなのか
など考えることで幅広
い価値観を養うことが
できるように工夫され
ている。（p.4） 

○各教材に「学習目標」、
「活動文」、「音楽を形
づくっている要素」が掲
載されており、生徒にと
っては身に付けられる
学力が一目で分かり、教
員にとっては学習指導
計画を立てる際や、評価
規準を考える際の参考
にすることができる。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 美 術 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｄ 

○美術 2･3 では、鑑賞中
心の題材が多く取り上
げられており、鑑賞領域
での学びを重視した内
容となっている。 
○各巻末に知識や技能
に関する学びの資料が
豊富に設けられている。 
〇参考作品に立体作品
が多く取り上げられて
おり、表現の多様性を感
じ取ることができる内
容になっている。 

○「身につけたい力」が
目標として示されてお
り，生徒が見通しを持ち
意識して学習できるよ
うな構成となっている。 
○学びのテーマが、表紙
の作品から巻頭ページ
にわたってわかりやす
く示された構成となっ
ている。 
〇1 年では、制作する中
学生の写真を掲載する
ことで、学習を身近なも
のとして感じられる工
夫がされている。 

○QR コードにより、掲載
されていない情報を得
ることができるように
なっている。（所蔵先美
術館等へのリンク、作者
情報、技法動画など） 
（2・3 年 p.40、p.113） 
○関連する資料ページ
が示されており、生徒の
興味・関心によって主体
的な学びが促される工
夫がされている。 
 

○各地で受け継がれる
伝統工芸について取り
上げられており、（1 年
p.38、p.41）（2・3 年 p.82
～91）特に、文化の形成
や伝統の継承について
は、その重要性を紹介す
る内容を取り上げてい
る。（名古屋城復元プロ
ジェクト 2・3 年 p.2～4） 
○正しい知識をもって
作品が理解できるよう、
美術用語の説明が添え
られている。 
 

○各題材において他教
科との関連がわかりや
すく表示されいる。 
○身近な生活や社会に
関連した題材を取り上
げ、美術の役割を考えさ
せる工夫がされている。 
(地域おこし１年 p.41、
機能美 p.42～43） 
（わかりやすく伝える
2・3 年 p.64～77） 
（SDGs2･3 年 p.63） 
 
 

○作者のことばや作家
へのインタビュー、制作
場面を取り上げること
によって作品理解がよ
り深まるように工夫さ
れている。 
（1 年 p.9、p.11、p.13、
p.15､p.34～35、 
2・3 年 p.10、p.24） 
○美術で学んだことが
社会でどう生かされる
のかを様々な職業人か
らのメッセージとして
紹介している。 
（2・3 年 p.6～7） 

○まとめのページを設
け、3 年間で学んだこと
をどう生かしていくか
を考えさせる構成にな
っている。（「美術の力
を生かして社会とかか
わる」2・3 年 p.92～105） 
○鑑賞題材や資料が豊
富に取り上げられ、生涯
にわたって美術を愛好
する心情を育む教科書
になっている。 
（1 年 p.65、p.66） 
（2･3 年 p.36～37、 
p38～61） 

                  

Ｉ 

○1 年では、美術の学び
方についてオリエンテ
ーションのページを設
け、小学校美術からスム
ーズに移行できるよう
工夫されている。 
（1 年 p.6～9） 
○確かな知識や技能が
習得できるような内容・
構成となっている。 
（美術史ワード 2･3 年
p.15 、p.17、p.30、 
海を越えた文化交流 2･3
年 p.90～p.96、 
世界文化遺産 2 ･ 3 年
p.100～101） 

○各題材において学び
の流れに沿って教科書
が使えるよう、工夫され
たわかりやすい構成に
なっている。鑑賞→表現
（発想・構想）→表現（み
んなの工夫）→鑑賞 
〇制作過程が、中学生の
制作の姿とともに掲載
され、取り組みの助けと
なるよう工夫されてい
る。 
〇多くの題材で「比較す
ること」での生徒の気づ
きが促されるような構
成となっている。 
（1 年 p.14、p.30～36、
p.50～51、2･3 年 p.26～
27、p.37～38） 

○QR コードの内容がわ
かりやすく表示されて
おり、生徒の興味・関心
に応える豊富な内容と
なっている。 
（朗読 1 年 p.4p、 

制作の様子 2 ･ 3 年
p.20、 
プロジェクションマ
ッピング 2･3 年 p.80） 

○3 人のキャラクターを
登場させ、吹き出しを
使うなどして生徒にと
って親しみやすさを感
じさせる工夫がされて
いる。 
 

○発想や構想する際の
ヒントが、写真や作者の
ことばで示されており、
表現活動の動機を導き、
生徒が自分の制作に活
かしていけるような工
夫がされている。 
○日本各地の美術品や
工芸品が全県にわたり
取り上げられている。 
（2･3 年 p.97～99） 
○地域の活性化を考え
る題材が取り上げられ
ている。 
（2･3 年 p.70、p.71、
p.102） 

 

○各教科との関連がコ
ラムとして詳しく取り
上げられている。道徳科
との関連はページ下に
項目が示されている。 
（1 年 p.37、p.43、p.53、
p.74） 

○身近な生活の中での
デザインの役割がわか
りやすく紹介されてい
る。 
（デザインって何だろ
う 1 年 p.38～p.39、 
形や材料を比べてみ
よう１年 p.50～p.51、 
さまざまな椅子のデ
ザイン 
2･3 年 p.68～p.69） 

○本物により近い表現
が感じられるように和
紙を使用したページを
設けている。 
（1 年 p.19～p.20） 
（2・3 年 p.37～p.38） 
〇他教科の教科書とサ
イズが同じ（A4）で使い
やすい。 
 

○掲載内容が整理・統一
され、見やすくわかりや
すい紙面となっており、
授業の中で活用できる
教科書となっている。       
○社会の様々な問題と
美術の役割について目
を向けられる題材が多
く取り上げられている。 
（平和へのメッセージ
2 ･ 3 年 p.42～ p.56、
LGBT2･3 年 p.59、防災 2･
3 年 p.61、ユニバーサル
デザイン 2･3 年 p.62～
p.63、自然災害後の建築
物 2･3 年 p.74～p.75） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 美 術 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｏ 

○分野ごとに新しい出
会いのページを設け、学
習の内容が理解できる
ように工夫されている。
（1 年 p.10～、p.26～、
p.38～） 
○資料（技法・色彩・鑑
賞）が、わかりやすく豊
富に掲載され、生徒の学
びを支える工夫された
内容となっている。 
（1 年 p.58～75、 

2・3 年上 p.50～65、 
2・3 年下 p.48～57） 

 

○学びのテーマをわか
りやすいことばで示し、
生徒の発達段階に応じ
た学習活動ができるよ
う 3分冊の構成となって
いる。 
（巻頭・巻末ページ） 
○各題材が、表現と鑑賞
を相互に関連させなが
ら学習を深めていける
ような構成となってい
る。 
 
 

○QR コンテンツは、生徒
の興味・関心に十分に応
えられる充実した内容
となっており、生徒が主
体的に情報を得ながら
学習を深められる工夫
がされている。 
○題材の見出しが内容
をつかみやすく、生徒の
意欲が高まるようなこ
とばで表されている。 
○発想や鑑賞の切り口
となる問いかけが「造形
的な視点」として示され
ており、学びを深めるた
めの工夫がされている。 

○美術の役割を問題発
見・課題解決の方法とし
てとらえ、考えさせる題
材を取り上げている。 
（2・3 年上 p.38～49、 

2･3 年下 p.24～30、 
p.44～45）   

〇「祭りを彩る造形」で
は、津和野町の鷺舞が取
りあげられており、地域
の文化を改めて理解し
誇りに思うきっかけと
なる。（1 年） 
○国宝や重要文化財に
わかりやすくマークが
つけられている。 

○道徳との関連が、生徒
に呼びかけるかたちで
わかりやすくさりげな
く記述されている。 
○身近な生活（学校・地
域，家庭）の中の造形を
取り上げ，美術と生活、
社会との関わりを考え
させる題材が取り上げ
られている。 
（1 年 p.43、44、47、 
2・3 年上 p.38、39、 
2･3 年下 p.46～p.47） 

 
 

○鑑賞題材では、見開き
のページを使って効果
的に鑑賞できるよう工
夫されている。 
（1 年：屏風、 
2･3 年上：原寸大、 
2･3 年下：部分拡大） 

○社会で活躍する人々
からのメッセージが紹
介されており、学んだこ
とをどう生かしていく
かを考えさせる内容と
なっている。 
（各巻巻頭ページ「学び
のことば」、2･3 年下「社
会に生きる美術の力」）  

○生徒の発達段階に応
じて学びのテーマが明
確に示され、構成された
教科書となっている。 
○表紙の作品が学びの
テーマに合わせて選択
されており、学年のスタ
ートに鑑賞する作品と
してふさわしいものと
なっている。（各巻） 
○他者とのかかわりや
社会とのかかわりを考
えられるような題材が
各巻で設定されている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 保健体育 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

○各章扉では、小・高で
学ぶ内容が示されてい
たり、道徳科との関連や
偉人の紹介があったり
して、生徒の関心を高
め、意欲的系統的に学習
できるよう工夫されて
いる。 
（p.5、19、49、61、91) 
〇各ページの余白が広
く設けてあり、本文や資
料が見やすいよう配慮
されている。（p.14,15) 
○保健編・体育編の内容
を学年ごとにまとめ、学
習内容が明確にわかる
ようにされている。 

○「見つける」で課題を
つかむところから始ま
り、「課題の解決」、「活
用する」、「広げる」と
学習の流れがわかりや
すいような構成がなさ
れている。（p.62、63） 
○各章末に「確認の問
題」、「活用の問題」、
「日常生活に生かそう」
が準備されており、学習
内容が定着するよう工
夫されている。 
（p.89、90） 

○教科書の随所にキャ
ラクターを用いて学習
のヒントやポイントを
伝えることで、生徒が興
味・関心を持ちながら学
習できるよう配慮され
ている。（p.10 他） 
○学習内容に関連する
読み物資料を掲載し、興
味・関心を高め、学習内
容が深められるよう工
夫されている。 
（p.21、33） 
○絵や章末資料、読み物
などで今日的な課題に
係る資料を多く掲載し、
学びの意欲を高める工
夫が見られる。 
（口絵 1～2、P.46） 

○各章の終末に「様々な
自然災害の危険と避難」
「インターネットと依
存症」「SDGs から考えよ
う」などの今日的な課題
に関する資料が掲載さ
れ、探究的な学習ができ
るよう工夫されている。 
（p.109、166） 
○各時間の「活用する」
では、自分の意見をまと
めて発表する活動を通
して、学習内容を活用し
て思考力・判断力・表現
力を高められるよう工
夫されている。 
（p.99、101） 

○「広げる」では、自分
たちの生活や身近な地
域について考えるよう
促し、家庭や社会生活に
関連付けて学習できる
よう工夫されている。
（p.73、161） 
○体験的に身に付ける
演習が用意されており、
具体的な対応を身に付
けることができるよう
工夫されている。 
（p.39、45） 
○「日常に生かそう」に
より学習内容を日常生
活に結び付けるための
工夫がある。（p.48、90） 

○学習内容に関連する
動画やシミュレーショ
ンなどをインターネッ
トで学べるコンテンツ
が用意されており、学習
を支援し理解度を高め
られるよう工夫されて
いる。（p.1） 
○感染症について、手洗
いの方法を写真付きで
掲載し、生徒が感染症の
予防について具体的に
学習できるよう工夫さ
れている。（p.165) 
○ユニバーサルフォン
トの使用したりや振り
仮名を付したりして生
徒の多様性への工夫が
見られる。 

○各時間の冒頭の「見つ
ける」でつかんだ学習課
題について、資料を手掛
かりにして、課題解決に
つなげていけるよう配
慮されている。 
（p.22、23） 
○各章扉に、「この章で
学習すること」ととも
に、他教科とのつながり
や、学習内容に関わりの
ある偉人の紹介があり、
生徒が興味を持って学
習できるよう工夫され
ている。（p.91） 

Ｂ 

○各章扉には中学生の
写真が掲載されるとと
もに、学年ごとにまとめ
た構成となっているた
め学習内容をイメージ
しやすくなっている。 
○小学校で学習してき
たことや、高等学校で学
習することが示され、系
統的に見通しを持ちな
がら学習することがで
きるよう工夫されてい
る。（p.15、29、71） 
〇学習内容と関連した
資料の注釈が見出しに
ついており、本文の内容
と資料との関係が分か
りやすく記載されてい
る。（p.90、91） 

〇左ページが本文内容、
右ページが関連資料に
なっており、授業者が授
業を進めやすく、生徒が
学習内容を整理しやす
いよう配慮されている。 
（p.16) 
○各時間のタイトルの
すぐ右に「学習のねら
い」として、目標をわか
りやすく示すことで、学
習内容が明確になり、見
通しが持って学ぶこと
ができる工夫されてい
る。（p.8、30） 

○学習内容と関連の深
い話題や読み物が「ミニ
知識」や「トピックス」
として紹介され、学習を
広げたり、深めたりでき
るよう工夫されている。 
また、「リンク」により
関連した内容が示され
る工夫がされている。 
（p.72、73） 
○大きく、強い印象をう
ける写真が使用されて
おり、生徒の興味・関心
を高められるよう工夫
されている。 
（p.100、101） 

○心肺蘇生法の手順が
折り込み式のページで
掲載され、流れと方法を
同時に見ることができ、
授業者が説明しやすく、
生徒も理解しやすいよ
う工夫されている。 
（p.107、109） 
○各時間に「話し合って
みよう」や「やってみよ
う」が設定してあり、資
料を参考に、学びを深め
ることができるよう工
夫されている。（p.73） 
○各章の章末にある豊
富な資料で本文に関連
した情報をサポートす
る工夫がある。 
（p.162、163） 

○現代的な課題である、
スマートフォンなどの
情報機器の活用につい
て、口絵に資料を設け、
日常生活において生徒
の意識が高まるよう配
慮されている。 
（口絵 p.13、14） 
○関連した内容を学習
するページを示す「リン
ク」が設けられ、学習内
容のつながりを意識し
た学習ができるよう配
慮されている。 
（p.20、56、150） 

○各章間の資料に「中学
校保健体育 Web」があり
関連内容を動画や資料を
使って、より深い学びが
できるよう工夫されてい
る。（p.124） 
○各章末の「学びを活か
そう」のページで、学習
したことを普段の生活で
どう生かすのか考えるこ
とができるよう工夫され
ている。（p.27） 
○各ページにある「活用
して深めよう」により学
習内容の深化と実用への
工夫がある。 

〇左ページが本文内容、
右ページが関連資料と
なっており、生徒が学習
内容を整理しやすいよ
う配慮されている。 
（p.16) 
○関連した内容を学習
するページを示す「リン
ク」が教科書の同一場所
に示されており、生徒が
どこに何が書いてある
か分かりやすく。見通し
をもって学習できるよ
う工夫されている。 
（p.24、60） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 保健体育 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｋ 

〇文字数が少なく、コン
パクトにまとめられて
いる。資料を見ながら視
覚的に理解できるよう
工夫されている。 
（p.100、101） 
○学習の要点や重要語
句が見出しに使われて
おり、重要点が明確にな
るよう工夫されている。 
○現代的な課題である 
「がん教育」として特設
ページを設けている。 
（p.80～83、93） 
 

○「きょうの学習」とし
て、目標をわかりやすく
示すことで、学習内容の
見通しがもてるよう工
夫されている。 
（p.81、85、87） 
○「章のまとめ」では、
「知識・技能」、「思考・
判断・表現」、「学びに
向かって」の問題が用意
されており、各観点に沿
った学習の振り返りが
できるよう工夫されて
いる。（p.118、119） 
○「クローズアップ」や
「特資料」により学習し
たことを広げたり、深め
たりできるよう工夫さ
れている。 

○各時間の学習の冒頭
に「課題をつかむ」を設
け、導入時に生徒の興
味・関心を高められるよ
う工夫されている。 
（p.108） 
○中学生の興味・関心の
高い話題や心に響く事
例等を「コラム」として
掲載し、学習意欲を高め
られるよう工夫されて
いる。（p.76、102） 
○巻頭の口絵では生徒
の多様性に応じた動機
付けとなるような配慮
がなされている。 
（口絵 1～8） 

○学んだことを実際の
場面に当てはめて考え
る課題を設け、教科書に
解答を書き込むことで、
学習内容を生活場面で
生かせるよう工夫され
ている。（p.41、43、47） 
○県の課題である体力
の向上について、その要
素を詳しく示し、自主的
に体力向上のための計
画を立てることができ
るよう工夫されている。
（p.62、63） 

○各章扉に、これから学
習する内容が、学校や地
域での自分たちの生活
とどう関わっているの
かが示されている。学習
内容を自分や実生活と
結びつけながら考える
ことができるよう工夫
されている。（p.28、29） 
○「他教科」マークによ
り、本時の学習内容と関
連のある教科がわかり
やすいよう工夫されて
いる。（p.30、158、171） 

○「web 保体情報館」に
アクセスすることで外
部サイトが利用でき、多 
くの情報を活用して深
く学ぶことができるよ
う工夫されている。 
（p.79、81） 
○感染症について、６ペ
ージにわたって記載し
てあり、時間をかけて、
深い学習ができるよう
工夫されている。 
（p.134～139） 
○体験的に学ぶ内容を
「実習」として設定し、
写真とイラストでわか
りやすくなるよう工夫
されている 
（p.52、112、113） 

○各章扉に、これから学
習する内容が、学校や地
域での自分たちの生活
とどう関わっているの
かが示されている。学習
内容を自分や実生活と
結びつけながら考える
ことができるよう工夫
されている。（p.28、29） 
○各時間の「課題をつか
む」で、中学生にとって
身近な話題を取り上げ
ることによって、自分事
として課題意識を持つ
ことができるよう工夫
されている。（p.38） 

Ｐ 

○各章扉では，小・中・
高それぞれの段階での
学習内容を示すことで、
系統性を重視し、見通し
が持てるよう工夫され
ている。（p.42） 
○小口の色分けインデ
ックスにより、どの学年
でどの内容を学習する
のか視覚的に理解でき
るよう工夫されている。 
○ヘルスプロモーショ
ン、共生の視点を基本と
し、自他の健康・安全に
ついて考えることがで
きるように工夫されて
いる。 
（p.29、43、65、188） 

○各時間の冒頭に「学習
の目標」と「キーワード」
が設けられており、１時
間の学習の流れを見通
すことができるよう工
夫されている｡（p.46） 
○「章のまとめ」では、
問題だけでなく、「振り
返ろう」で各章での学習
を振り返り、自己評価で
きるよう工夫されてい
る。（p.68、69） 
○多様性の尊重や共生
社会の視点が盛り込ま
れている。（p.143、148） 

○キャラクターの吹き
出しによる課題解決に
つながる言葉かけによ
って、生徒が興味・関心
をもつとともに、補足内
容を理解しやすいよう
工夫されている。 
（p.112、113） 
○各ページには補充的
な内容や発展的な内容
が取り扱われている「情
報サプリ」が設けてあ
り、学習内容への興味・
関心が高まるよう工夫
されている。（p.179） 

○「探究しようよ！」が
章末に配置され、学習内
容をより掘り下げ、発展
的に学習できるよう工
夫されている。 
（p.102～104） 
○各時間の「まとめる・
深める」で話し合いや記
述、発表などの対話的な
活動が取り入れられ、言
語活動や協働的な学び
が促されるよう工夫さ
れている。（p.109、113） 
○運動と健康・安全との
関連を重視し、学習内容
を深められるように工
夫されている。 
（p.78、79） 

○各章に学習内容に関
連する人物の名言や功
績、職業や資格などを紹
介し、学習内容と社会と
の関連を実感できるよ
うになっている。 
（p.15、73、137） 
○人間関係やストレス
への対処について、体験
的に身に付ける演習が
用意されており、具体的
な対応を身に付けるこ
とができるよう工夫さ
れている。（p.57、67） 
○日常の生活行動の振
り返りや身近な事例か
ら課題を見つけ学べる
工夫が見られる。（p.36） 

○教科書サイトを利用し
て、専門サイトにつなが
り、より詳しく、深い学
びができるよう工夫され
ている。（p.92、99） 
○巻末にキーワード別に
内容がまとめられてお
り、体育編、保健編、他
教科等を横断的に学ぶこ
とができるよう工夫され
ている。（p.190、191） 
○各章の「保健体育と情
報」のコーナーで様々な
情報を健康の保持増進に
生かす大切さに気づかせ
る工夫がある。 
（p.27、151） 

○保健編の時間が少な
めに設定されており、重
点的な内容について複
数時間で扱うなど、各校
の実態に応じて学習の
計画が立てやすいよう
工夫されている。 
（p.0 もくじ） 
○現代的な課題である
「がん教育」について、
「探究しようよ！」で取
り上げ、重点的に学習で
きるよう工夫されてい
る。（p.102、103） 
○課題解決的な学習か
ら実践力を養うための
工夫が施されている。
（p.30、31） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 技術・家庭（技術分野） No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

○資料の分量は少なめ
であるが、必要なものは
網羅されている。 
○ガイダンスにあたる
部分は、分量的に多くな
いが、3 年間を見通した
構成内容となっており、
教科の特性もわかりや
すくまとめられている。 
○「エネルギー変換の技
術」では、電気、機械と
もバランス良く取り上
げられている。 
◯教科書の横幅が増え、
図や写真も大きい。 
 

○説明と実習（技術）の
ページが分けられてい
てわかりやすい構成と
なっている。 
○「材料と加工の技術」
の部品加工の一つとし
てかんながけが紹介さ
れている。 
○「情報の技術」では双
方向性のコンテンツ例
が多く掲載されている。 
○プログラム言語はス
クラッチでの例となっ
ている。 
◯のこぎりについて、2
ページにまとめられて
いる。 

○実験や実習などの動
画が準備されている。 
○「エネルギー変換の技
術」では新幹線に使われ
ている技術を通してエ
ネルギーに目を向ける
工夫がされている。 
○加工技術の伝統的誤
報にも触れ、技術継承の
大切さが示されている。 
 

○「生物育成の技術」で
はミニトマトが主題材
として取り上げられ、管
理方法の説明がなされ
ている。 
◯最適化の窓から、技術
の見方・考え方を育てる
ことができる。 

○小学校での学習内容
や他教科との関連が示
されている。 
◯オリンピックの施設、
義足が取り上げられて
いる。 

○巻末に用語集が掲載
されている。 
○大切なことは黒色の
太字で書かれている。 
 

○構成がわかりやすく、
副免許や免許外の教員
が担当しても授業が進
めやすい。 
◯書体は UD フォントを
使用し、カラーバリアフ
リーの観点によるから
配色でデザインがされ
ている。 

Ｃ 

○分量は少ない。 
◯フォントサイズが大
きく、本が厚い。 

○資料の分量は少なめ
で、生徒自身に考えさせ
る構成となっている。 
◯文字サイズが大きい
く、なるべく 3 文で構成
している。 
◯のこぎりは、木材を加
工する方法で 1/2 ペー
ジ、材料取りの見開きで
他の加工方法とまとめ
ている。 

○学習のねらいがきち
んと明示されている。 
○行間が広くとって文
章が読みやすい。 
○作業には QR コードで
動画コンテンツが準備
されている。 
◯イラスト男女のキャ
ラクターによる吹き出
しが多い。 

◯学習の流れ 3ステップ
「見つける」→「学ぶ」
→「ふり返る」 
○問題を発見し、課題を
設定するために、身近な
問題例を示したイラス
トを元に考える視点が
示されている（p.37） 

○巻末資料として「先輩
からのメッセージ」が掲
載されている。 
(p.284、285) 
○より良い技術を活用
するために、プラス面と
マイナス面の視点で考
えるよう示されている。
(p.72、73) 

○「情報の技術」で取り
上げられているプログ
ラム例は、スクラッチ系
のものと日本語入力の
できる「なでしこ」が記
述されている。 
○基礎技能について別
冊のハンドブックにま
とめられている。 
◯フォントや写真・イラ
スト等の色が強い。（く
っきりしている） 
◯重要語句の視認性を
上げるために、青太文字
を使用している。 

○見やすい構成となっ
ているが、内容的に分量
が少ないため、別に資料
集など補助教材が必要
と思われる。 
◯のこぎり等実習の基
礎技能は別冊のハンド
ブックで補間されてい
る。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 技術・家庭（技術分野） No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｄ 

○ガイダンスに当たる
部分は、分量的には少な
めだが、3 年間の内容及
び教科の特性が見通せ
るようになっている。 
 

○木材、金属、プラステ
ィックとも扱われてい
る。 
○説明（参考）の部分が
多く、資料集的な使い方
をすることができる。 
○「エネルギー変換の技
術」では電気、機械とも
バランス良くまとめら
れているが、専門的な記
述も多く、難しい面も見
られる。 
◯のこぎりについて、木
材を切断する仕組みで 1
ページ半、切断の技能で
2 ページ。 

○学習の目標がきちん
と明示されている。 
○QR コードが付加して
あり、動画などのコンテ
ンツが準備されており
理解を助けている。 
○「情報の技術」ではア
クティビティ図の説明
が詳しくなされている。 
◯QR コードが数ページ
毎にありそのページの
関連情報（動画）がネッ
ト経由で閲覧ができる。
家庭でも視聴できる。 

○「生物育成の技術」で
はミニトマト（特産）が
主題材として取り上げ
られ、管理方法の説明が
なされている。 
◯A，B，C，D の各内容に
ついて，学習の動機づ
け，基礎・基本の確実な
習得，問題解決の実施，
学習内容のふり返りや
評価・活用を重視し構成
されている。 

○小学校や他教科との
関連が示してある。 
◯巻末資料として「コン
ピュータの基本操作、プ
ログラミング」が掲載さ
れている。(p.270～287) 

○全内容の最後に、「技
術分野の学習を振り返
り、～」という章を設け、
学習内容を振り返るこ
とができるよう構成さ
れている。(p.266～269) 
◯本文各所の作業場面
には「安全マーク」を付
して，それぞれの作業に
即した注意点を記述し
ている。 
○大切な言葉は黒色の
太字で記述してある。 
 

○全体的に説明や資料
が多いため、生徒には大
切なことが見つけづら
い事が予想される。指導
者が取捨選択できれば、
資料集的な活用ができ
る。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 技術・家庭（家庭分野） No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

〇内容は B「衣食住の生
活」C「消費生活・環境」 
A「家族・家庭生活」「選
択 生活の課題と実践」
の順に構成されている。 
〇小学校での学びや各
教科との関連を写真や
イラスト、マークを用い
て示している。 
（p.109、127） 
 

○問題を解決する道筋
と、見方・考え方が分か
りやすく提示されてい
る。（p.8、9） 
○内容ごとの確認の問
題では「学習のまとめ」
「大切な用語」、関連す
るページが記載され、学
習を振り返りしやすく
なっていることで、基礎
知識の定着が図られる
よう工夫されている。 
（p.100、101、156、157 
208、209、264、265) 

 

〇イラストやマーク、写
真を用いて、小学校の学
習内容や日常生活と関
連させることができる
よう工夫されている。 
○「プロに聞く！」のコ
ラムや巻末資料「学んだ
ことを社会に生かす」を
設け、学習内容と社会の
関連が意識できるよう
工 夫 さ れ て い る 。
（p.282、283） 
 
 

〇食生活や衣生活全般
において確認が必要な
内容が「いつも確かめよ
う」に写真付きで掲載さ
れている。 
（p.54～63、124～131） 
〇「実習の衛生」と「安
全と衛生」に関しては、
実験写真を取り入れ、科
学的根拠に基づいて理
解できるようになって
いる。（p.54） 
 

○技術分野・他教科との
関連のある内容ではマ
ークで示して確認がで
きるようになっている。 
〇生活の課題と実践の
進め方では、課題決定の
プロセスやまとめ方等
参考となる資料が豊富
に掲載されている。
（p.268～277） 
 

〇各編の導入のページ
に二次元コード（D マー
ク）が掲載されており、
インターネットを活用
した学習ができるよう
に工夫されている。 
（p.21、107、159、185、 
213） 

〇巻末に「防災・減災手
帳」「子供の視野体験眼
鏡」がついており、日常
生活や体験活動に活用
しやすい工夫がされて
いる。 
 
 

〇特別支援教育の配慮
として、ユニバーサルデ
ザインフォントとカラ
ーユニバーサルデザイ
ンを使用している。 
〇よく使われる用語の
説明が食生活・住生活・
衣生活に分けて、「言葉
のページ」で解説されて
おり、知識の定着が図ら
れるよう配慮されてい
る。（p.286、287） 
 

Ｃ 

〇内容はＡ「家族・家庭
生」B「衣食住の生活」C
「消費生活・環境」「選
択 生活の課題と実践」
の順に構成されている。 
〇各章のはじめの「自立
度チェック」から生徒は
自分自身の生活のこと
を振り返ることができ
るよう配慮されている。 
(p.71) 
 

〇実践的・体験的な活動
の例や、話し合い活動の
際参考となる場面設定
がされている。 
（p.15、19） 
〇「やってみよう」の学
習の終わりに自己評価
があり、内容の振り返り
ができるよう工夫され
ている。（p.75） 

○巻頭の口絵には、年中
行事と食事が写真とイ
ラストで掲載され、伝統
的な文化と食生活の関
連が意識されるよう工
夫されている。 
○「家族・家庭や地域の
かかわり」ではアニメ作
品を、また幼児の生活と
家族では幼児の写真、イ
ラストにはふき出しを
用いて興味を持って学
習できるよう工夫され
ている。 
（p.12、13、50、63） 
 

〇調理器具の扱い方や
材料の切り方,衣服の手
入れなどが写真や図、解
説などで分かりやすく
記載されている。 
(p.114～118、178～187) 
○「課題の実践」のなが
れを学習内容別に写真
を用いて示してある。
（p.284～291） 
 

○他教科との関連のあ
る内容では、マークで示
して確認ができるよう
になっている。 
（p.36 など） 
〇実習題材（調理・布を
用いた製作）の例が豊富
で生徒が取り組みやす
い。 
〇家庭内事故の記述が
イラストを用いて、具体
的に記述されている。
（p.226、227） 
 

〇教科書見開き右上に
二次元コード（QR コー
ド）があり、学習に関わ
る参考資料を動画で見
ることができるように
なっている。（p.21、75） 
○実習を安全に取り組
むために実際におこり
うる例がまとめてある。 
（ｐ.6、7） 
○学習の振り返りペー
ジは評価の観点に合わ
せた記述がされてある。
（p.160、234、250、280） 

〇A4 変形型（AB 版より
も横が７mm 小さく縦に
７mm 大きいサイズ）で、
机上で使いやすくなっ
ている。 
〇特別支援教育の配慮
として、ユニバーサルデ
ザインフォントを使用
し、文字サイズが大きく
なっている。また、重要
語句が青色の太字で記
入され、読みやすく工夫
されている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 技術・家庭（家庭分野） No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｄ 

〇A「家族・家庭生活」B
「衣食住の生活」C「消費
生活・環境」「選択 生
活の課題と実践」の順に
構成されている。 
○科学的根拠に基づい
て理解できるように、調
理実習の場面では、「豆
知識」「調理方法 Q＆A」
でなぜそうするのか解
説している。 
（p.116～121 など） 

〇学習の内容が見開き
のページで構成され、学
習の目標、小学校の内容
との関連が記され、学習
の流れが分かりやすく
記載されている。 
（p.18、19 など） 
〇「振り返り」の欄では
学んだ知識をもとに自
分の考えを説明できる
よう工夫されている。 
（p.173） 

〇教科書右下に二次元
コード（QR コード）があ
り、実習の手順や調理・
製作等の基礎技能を参
考資料として参照でき
るようになっている。
（p.29、31） 
〇右ページ右上に学習
内容と関連した「もの」
や「マーク」の写真が 
掲載してあり、関心を深
めるよう工夫されてい
る。（p.17～65） 
 

○「生活の見方・考え方」
や、「主体的・対話的で
深い学び」について分か
りやすく説明されてい
る。（p.6～9） 
〇巻末に自然災害・防
災・減災に関わる内容が
あり、災害の少ない地域
の生徒への指導が可能
になっている。 
 

〇他教科、技術分野との
かかわりが右ページの
右上に記されている。 
〇理科「消化吸収」との
関連で 2ページを使い解
説がされている。 
（p.78、79） 
〇巻末にある「発展」の
内容は、体験活動や自己
課題を設定する際、参考
にしやすくなっている。 

〇持続可能な社会国連
SDGｓとの関連から発展
的な内容へのつながり
を持たせている。 
〇各章末にある学習の
まとめは、確認の問題と
自己評価ができるよう
になっている。 
 

〇特別支援教育の配慮
としてユニバーサルデ
ザインフォントを使用
し、読み間違いしにくい
改行になっている。ま
た、色使いが見分けやす
い設計になっている。 
〇詳しい図や解説、写真 
は実物大を掲載してい
る。（p.14、15 など） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 英語  No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

〇各学年の教科書は、1
年 11Unit（167 ページ）、
2 年 7Unit（159 ページ）、
3 年 6Unit（155 ページ）
で構成されている。 
〇学年に応じ 130～509
語の計 8つの読み物教材
があり、図表も合わせて
必要な情報を読み取る
ものや人物の心情を読
み取るものなど、目的に
応じた読み方が指導で
きるよう工夫されてい
る。（1 年 p.98、 
2 年 p.100、3 年 p.110） 

〇4 技能を使いながら段
階的に新出表現を習得
する Unit と、学んだこ
とを活かして複数の技
能を総合的に活用し表
現する Stage Activity
から構成されている。 
（2 年 p.106、109、114、 
118、119） 

〇1 年の教科書では小学
校の内容を復習しなが
ら中学校への学習へと
つなぐ工夫がされてい
る。（1 年 p.4、56） 

〇題材に現在の社会に
大きな影響を及ぼした
偉人の直筆メッセージ
やスピーチの要約等を
取り上げ、生徒の興味・
関心を高める内容とな
っている。 
（3 年 p.55、110～113） 
〇学習した題材に関連
する情報を紹介する「コ
ラム」や「一言メモ」が
随所にあり、生徒が文化
や歴史、社会問題等にも
目を向けられるよう工
夫されている。 
（3 年 p.24、25） 

〇各ページの新出語句
の下に小学校の学習で
ふれた単語が掲載され
るとともに、巻末には一
覧表もあり、小中の接続
に配慮がされている。 
（2 年 p.110、134～137） 
〇各学年 3，4 回の「学び
方コーナー」で単語の覚
え方や英語学習に関す
るアドバイスが掲載さ
れており、生徒が自ら学
習を進めることができ
るよう工夫されている。 
（2 年 p.33、3 年 p.114） 

〇家庭科、理科、社会科
の知識を併用して取り
組 む 「 Learning ～ in 
English」や、俳句をテー
マとした単元を設定す
るなど、教科横断的な学
びができるよう工夫し
てある。（2 年 p.19、 
3 年 p.19、32） 
〇目的や場面に合わせ
て各技能を活用する
let’s シリーズで、日常
生活に即した英語表現
の習得ができるよう工
夫されている。 
（3 年 p.29） 

〇二次元コードにより、
本文の音声や映像など
複数のデジタル教材に
つながっている。各単元
の Preview では、コミュ
ニケーションの目的、場
面、状況を確認できるよ
う工夫されている。 
（1 年 p.13） 
〇第 2線と第 3線の幅を
やや広げて文字の書き
やすさに配慮されてい
る。（1 年 p.13） 
 

〇小学校で学習した単
語のリストや他教科と
関連付けた教材など、A3
サイズの大きな紙面を
使って多岐にわたり配
慮されている。 
〇4 技能 5 領域を統合的
に扱い、Unit の学習が定
着しているか確かめる
Stage Activity をはじ
め、各活動には、丁寧な
指示や例があり、生徒が
取り組みやすくなるよ
う工夫されている。 

Ｄ 

〇各学年の教科書は、1
年 10PROGRUM（159 ペー
ジ）、2 年 8PROGRUM（159
ページ）、3 年 7PROGRUM
（151 ページ）で構成さ
れている。 
〇2，3 年用に 230～348
語の計 5つの読み物教材
があり、イソップ寓話、
国語科で扱われている
物語や人物の信条につ
いての話が扱われてい
る。 
（2 年 p.44、3 年 p.100） 
 

〇本文内容を自分のこ
とばで再話する Retell、
自己表現活動 Interact
等が毎単元に、また総合
的な力を試す活動 Our 
Project が年間 2、3 回設
定されている。 
（2 年 p.75、76、79～80） 
〇1 年生の入門期に小学
校の既習事項を使って
新しい友だちとやり取
りできる Got Ready と、
英語の文字と音が復習
できる PROGUM0が設定さ
れている。 
（1 年 p.7～19） 

〇各 PROGRUM の冒頭に、
進出表現の使用場面を 2
コマ漫画で分かりやす
くまとめた Scenes があ
る。（2 年 p.8） 
〇各 PROGRUM の扉には、
題材に関係するページ 1
面の写真、内容を想起す
る問い、単元の目標が掲
載されており、生徒が見
通しをもって学習をス
タートできるよう工夫
されている。（2 年 p.89） 
〇Word-Web では、様々な
ジャンルの単語が紹介
され、英語でのやりとり
の際に使いやすいよう
配慮されている。 

〇単元末に本文の内容
を自分の言葉で再話す
る Retell が設定されて
おり、生徒の発信力向上
と既習事項の定着を促
す工夫がされている。 
（1 年 p.109） 
〇各単元の本文ページ
下に音読練習回数のチ
ェック欄設けてあり、生
徒が自分の取り組みを
振り返りながら主体的
に学習できるよう配慮
されている。（1 年 p.24） 

〇睡眠や世界の子ども
の生活環境など、各単元
に社会問題を反映した
幅広いテーマがあり、生
徒が世の中の問題につ
いて考える動機となる
よう配慮されている。 
（1 年 p.69、 
3 年 p.19.68） 

〇日常場面の様々な場
面を想定した Power-Up
では複数の技能を合わ
せた活動を設定してあ
り、実践的に英語を活用
できるよう工夫されて
いる。 
（1 年 p.130、3年 p.28） 
 

〇二次元コードにより、
本文の音声や映像など
複数のデジタル教材に
つながっている。 
（1 年 p.23） 
〇各学年巻末資料とし
てアクションカードが
あり、一般動詞の定着の
ために活用できるよう
工夫されている。 
〇各学年巻末資料とし
て、音声や発音について
分かりやすくまとめた
ページがあり、学びを深
められるように配慮さ
れている。 

〇各単元に国際問題や
平和など様々な分野の
テーマを設定したり、単
元の導入に 2コマ漫画を
用いたりするなど、生徒
が興味をもって学習で
きるよう配慮されてい
る。 
〇Our Project では、生
徒が相互に協力しなが
ら習得した技能を使っ
て総合的な言語活動に
取り組めるよう、4 ペー
ジにわたって丁寧な指
示や例が掲載されてい
る。 
〇ページのレイアウト
がシンプルで見やすい。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 英語 No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｆ 

〇各学年の教科書は、1
年 8Lesson（147ページ）、
2 年７Lesson(125 ペー
ジ、付録 50 ページ)、3 年
７Lesson（129 ページ、
付録 54 ページ）で構成
されている。 
〇学年に応じて 198～
473 語の計 6 つの読み物
教材があり、日本のとん
ち話や欧州でベストセ
ラーとなった作品など、
時代をこえて読まれて
いる名作が多く掲載さ
れている。 
（2 年 p.66、3 年 p.64） 

〇各単元は基礎を身に
つける Get と活用する
Use の 2 部構成で、2、3
単元を終えると複数の
技能を合わせた活動
Project が各学年 3 回ず
つ設定されている。 
（2 年 p.72～77、 
78～81、88～90） 

〇1 年生の入門期に、英
語の文字と音や身近な
単語等を復習できる
Starter や、Lesson 内に
も小学校時に学習した
単語の表示があり、小中
の学びがつながるよう
工夫されている。 
（1 年 p.8～13、17） 

〇全学年の各 Lesson の
扉に、題材に関係する写
真と発問が 2問ずつ掲載
されており、導入から生
徒を学習内容に引き込
む工夫がされている。 
（3 年 p.69、87） 
〇「READING FOR FUN」で
は、世界の名作を原作と
した物語扱い、内容を楽
しみながら読む力が高
まるよう工夫されてい
る。 
（1年 p.144、2年 p.122） 

〇各学年 Use Read には、
必要な情報を読み取る、
概要を捉える、要点を捉
えるなど、目的に応じた
読み方ができるように
複数の活動が設定され
ている。（3 年 p.77、95） 
〇辞書の引き方や単語
の覚え方、授業での英語
学習法など、生徒が自分
で学習を進めるための
アドバイス For Self-
study が各学年に 1，2 回
設けられている。 
（2 年 p.33、3 年 p.34） 

〇車いすバスケットや
公民権運動の歴史、社会
への主体的な参画、平
和、日本及び他国の文化
など生徒の人間性を涵
養する題材が多く配置
されている。 
（1 年 p.113、3年 p.69） 
〇日常生活で役に立つ
英語をまとめた「会話表
現」のページには、場面
や目的に応じた表現が
分かりやすくまとめら
れている。 
（1 年付録 p.30～32） 

〇二次元コードにより、
音声や映像など複数の
デジタル教材につなが
っている。また付録に発
音や読み物教材の補足
映像などもある。 
（1 年 p.17、 
2 年付録 p.3） 

〇ジャンル毎のワード
リストや、つづりと発音
のつながりに関する資
料など表現活動に役立
つ資料が付録に掲載さ
れている。 
（2 年付録 p.11～20） 

〇幅広いテーマの本文
と世界の名作がそろっ
た読み物教材に加え、世
界の偉人たちが残した
メッセージが数多く掲
載され、生徒が興味をも
って学習できる工夫が
されている。 
〇学期 1回の Projectで
各技能・領域をバランス
よく育成できるよう工
夫されている。特に聞き
手に伝わる効果的な朗
読やスピーチの方法な
ど、発信力が伸びるよう
工夫されている。 
（3 年 p.32） 

Ｇ 

〇各学年の教科書は、1
年 9Lesson（163ページ）、
2 年 9Lesson（167 ペー
ジ）､ 3年 7Lesson（167
ペ ージ）で構成されて
いる。 
○学年に応じて 201～ 
496語の計8つの読み 物
教材があり、１年生には
ユーモアのある比較的
短い話が、2、3 年生には
偉人の生い立ちや信条
についての長文が掲載
されている。 
 （1年 p.98、2年 p.118） 

○各単元の多くに本文 
の内容要約、複数の技能
を合わせた活動、文法整
理が設定されている。ま
た、Project としてプレ
ゼンテーションの活動
が年 2、3 回設定されて
いる。（2 年 p.112～115）  
○小学校の学習内容を
復 習 で き る Spring 
board に加え、Lesson 1
～3 には小学校での既習
事項に関連した活動が
設定され、小中の学びを
接続する構成となって
いる。 
（1 年 p.4～9、12～19） 

○現在活躍している人
物や日本を代表する漫
画などを題材として、生
徒の興味を引くように
工夫されている。 
（1 年 P.46、47、 
2 年 p.118～p.122） 

○国や地域によって異
なる手話やジェスチャ
ー、標識など、日常生活
や身近な話題から社会
や将来を考えられる題
材が設定されている。 
（1 年 p.87～p.97、 
2 年 p.105～p.111） 

○即興で話す活動に役
立つ表現集 Activities 
Plus が各学年の巻末に
あり、授業の帯活動等で
活用できるよう工夫さ
れている。 
（1 年 p.133～141、 
2 年 p.129～139、 
3 年 p.121～131） 

○効果的な英語学習の
方法が先輩からのアド
バイスという形で掲載
された How to Study が
各学年 1 回ずつあり、生
徒の主体的な学びを支
援する工夫がされてい
る。 
（1 年 p.50、2 年 p.30、 
3 年 p.68） 

○食品ロスや慈善活動
などの社会問題や環 
境、福祉、情報、平和等
SDGs に関連したテーマ
を設定し、英語学習を通
して生徒が社会に目を
向けられるよう配慮さ
れている。 
（2 年 p.82、83、 
3 年 p.82、83） 

○Tips では場面や目的
に応じた技能を試す活 
動や、よりよく会話をす
るためのポイントを探
る活動など、実際に英語
が使えるよう工夫され
ている。 
（1 年 p.60、2 年 p.60、 
3 年 p.18、20） 

○二次元コードに  よ
り、本文の音声などのデ
ジタル教材につながっ
ている。（１年 p.23）  
〇各学年巻末資料 には
Tips や  Activities 
Plus で活用できる単語
やフレーズのカードが
付いている。 

○世界的な社会問題か
ら日本の地方における
話題まで、各単元で幅広
いテーマが設定され、生
徒の視野を広げ興味を
もって学習できるよう
配慮されている。 
〇巻末に 3 学年分の 
「Can-Do 自己チェック
リスト」を掲載し、5 領
域ごとに到達目標や関
連個所を示し、目標や課
題を確認できるように
なっている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 英語 No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｉ 

〇各学年の教科書は、全
学年 8Unit（175 ページ）
で構成されて いる。 
○学年に応じて 52～ 
517 語の計 8 つの読み物
教材があり、特に 2、3 年
生に 400～500 語の分量
と時事を反映した話題
から自分の考えを深め
られる話が配置されて
いる。（3 年 p.98） 

〇各 Unitは「扉」「 Part1
～3」「Goal」が基本構成
である。各学年 3 か所に
学習した知識技能を活
用する言語活動「 You 
Can Do it」を設定し、5
領域の技能をバランス
よく伸ばす工夫がされ
ている。（2 年 p.48、49）  
○1 年生のはじめに、小
学校の内容を復習する
Let's Be Friends!と、
学習の方法がまとめら
れた「英語の学び方ガイ
ド」が設定されている。 
（1 年 p.6～24、26、27） 

○「Let's Read」では 世
界のトップを走り続け
る日本人アスリートへ
のインタビューが掲載
され、中学生へのメッセ
ージも含まれており、生
徒の興味・関心を高める
内容となっている。 
（2 年 p.86～89）  
〇各 Unit のストーリー 
は、登場人物が様々な 
体験や交流を通して成
長していく、共感しやす
い内容であり、生徒が興
味をもって読めるよう
工夫されている。 

○即興でやりとりする
際に使える表現がまと
められた Let's Talk が
各学年で掲載されてお
り、授業の帯活動等で活
用できるよう配慮され
ている。 
（1年 p.144、2年 p.136、 
3 年 p.120） 

○各学年のはじめに 
「英語の学び方ガイ 
ド 」、 要 所 に 「 Your 
Coach」があり、学習 上
のポイントやこつなど
がまとめられており、生
徒の主体的な学びを支
える工夫がある。 
（2 年 p.6、7、118） 

○技術革新や職場体験
などの題材を通じて自
分の生活や SDGs など実
社会の問題、他教科の学
習等と結びつけ、深く学
習できるよう工夫され
ている。 
（3 年 p.60～63、 
2 年 p.75～83） 

○日常生活の場面で役
に立つ表現に特化した
Daily Life には、目的に
応じた用途で各技能を
高める諸活動が準備さ
れている。 
（1 年 p.95、129、 
2 年 p.72） 

○二次元コードに  よ
り、本文の音声や映像な
ど複数のデジタル教材
につながっている。 
（1 年 p.31） 
〇 巻 末 に 「 Active 
Words」として、 様々な
ジャンルの 単語や場面
毎に使 えるフレーズが
まとめられている。 
（1 年 p.145～、 
2 年 p.137～、 
3 年 p.121～） 

○時事を反映した単元
テーマや読み物教材、各
単元の話を予測したり
大まかな内容をつかん
だりする導入活動など、
生徒が興味をもって主
体的に学習できるよう
工夫されている。 
〇World Tour として、本
編の内容とは別に、海外
の文化に触れ視野を広
げられるような機会が
設けられている。 
（2 年 p.46、47） 

Ｌ 

〇各学年の教科書は、1
年 10Unit（151 ページ）、
2 年 8Unit（159 ページ）、
3年 ６Unit（143ページ）
で構成されている。 
○学年に応じて 98～463 
語の計 5つの読み物教材
があり、1 年生にはユー
モアのあるものが、2、3
年生には人物の心情や
信念を読み取るものが
そろえられている。  
（1年 p.120、3年 p.100） 

○各 Unit 末にテーマに
沿った自己表現活動と
本文内容の補足資料が
あり、各技能をバランス
よく学べる構成になっ
ている。また、年間 2、3
回、複数の技能を合わせ
た活動 Projectに取り組
めるようになっている。
（2 年 p.82、83、88、89） 
○１年生のはじめに、小
学校の学習内容の振り
返りや、小学校の思い出
と中学校でしたいこと
を発表し合う活動の中
で文字への意識付けが
行える Let's Start が設
定されている。 
（1 年 p.8～21） 

〇各 Unit 末に Read & 
Thinkにおいて、 Unitの
テーマに沿った長文に
ついての追加情報で生
徒の興味・関心を高め、
読解力が高まるよう工
夫されている。 
（3 年 p.17、59） 
〇全学年とも、表紙裏の
見開き一面に各単元の
学習テーマと関連する
写真及び、教科書で扱う
国と地域が示された世
界地図が掲載され、生徒
の学習意欲が高まるよ
う工夫されている。 
（全学年表紙裏側） 

○2、3 年生では、Unit 末
にテーマに沿った短い
文章を作り、グループ等
で 発 表 し 合 う 活 動
Express Yourself があ
り、生徒の表現力 や発
信力が高まるよう工夫
されている。  
（2 年 p.16、3 年 p.16） 
○要所に「Target のまと
め」があり、新出文法事
項のまとめと練習問題
が掲載されており、生徒
が自ら学習を振り返る
ことができるよう配慮
されている。（3 年 p.30） 

○動物との共生や地方
の地域活性策など、様々
な社会的な話題をテー
マにした Unit が複数あ
り、生徒が身近な社会問
題について考えを深め
られるよう工夫されて
いる。（3 年 p.19、p.75） 
○「こんなときどう言う
の？」や「数の読み方」
など、日常会話でよく使
う英語表現が分りやす
くコンパクトにまとめ
られている。 
（2 年 p.6、 
3 年 p.6、118） 

○二次元コードに  よ
り、本文の音声や映像な
ど複数のデジタル教材
につながっている。 
（1 年 p.4） 
〇巻末付録には発音と
つづりのルールが解説
されている。また Word 
Box には Unit で学習し
た内容にあった英語表
現がまとめてあり、自己
表現活動に活用できる
ようになっている。 
（1年 p.126、2年 p.130、 
3 年 p.113） 

○将来の夢や身近な地
域の活動が題材として
取り上げられ、内容をよ
り自分のこととして捉
えられるよう工夫され
ている。 
〇題材として漫画やア
ニメなど生徒が取り組
みやすい内容や、地域の
活性化や海外の文化な
ど様々なテーマが取り
上げられ、身の回りの社
会から国際社会まで目
を向けられるような内
容を扱っている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 道徳 No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容､程度､分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性､地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ａ 

〇28 の教材を 35 時間で
学習するように構成さ
れている。5 つの付録教
材は活動を中心とした
教材の内容項目と対応
しており､差し替えるこ
とも可能である。 
〇どの内容も､1 時間で
終結できる読みやすい
分量となっている。 
〇教科書の冒頭に､道徳
の授業のオリエンテー
ション教材が用意され
ており､授業の流れを体
験し､学びの意欲を高め
るよう工夫されている。 

〇4～5 月は､いじめ問
題､9 月は生命尊重を考
える内容を 2～3 時間連
続でじっくりと学習す
るように構成されてい
る。 
〇教材の見出しに､ねら
いとなる内容項目に関
連したテーマを示して
おり､見通しをもって学
習できるように工夫さ
れている。 
〇1 年生の付録教材には
生徒になじみのある「橋
の上のおおかみ」が掲載
されている。 

〇巻末付録に用意され
てある心情円を使うこ
とで､より活発な話し合
いを行うよう工夫され
ている。 
〇教材によっては､冒頭
に､テーマに関連のある
漫画のコマを掲載し､学
習のイメージをもてる
ように工夫されている。
〇場面や展開を理解し
やすいように､実際の人
物や風景の写真やイラ
ストが程よく掲載され
ている。 

〇様々な立場からいじ
めについて考えるよう
な工夫がなされている。 
〇生徒たちにとって､身
近で現代的な課題であ
る「情報モラルと友情」
をテーマにした教材が
掲載されている。 
〇各学年「Action!」のペ
ージがあり､体験的な学
習を取り入れることで､
学習内容を自分のこと 
として捉えて考えを深
めるよう工夫されてい
る。 

〇教材の導入部分に関
連する教科等のマーク
があり､教科等と連携し
た学習ができるように
している。 
〇巻末にテーマで振り
返ることができるよう
に教材が整理されてお
り､キャリア教育や福
祉・ボランティア等と関
連づけることができる
ようにしている。 
〇2 年生では「読書で広
げる道徳」が掲載されて
おり､学びが広がるよう
工夫されている。 
（2 年 p.189） 

〇考え､議論するための
ツールとしてホワイト
ボード用紙が用意され
ている。 
〇全学年､巻末付録に郷
土のことを考える資料
が掲載されており､郷土
の発展を支える人物や､
伝統・文化､技術や産業
について考えることが
できる。 
〇教材によっては､イン
ターネットを通して､学
習に関連する資料を活
用することができ､学習
内容を深めることがで
きる。 
 

〇十分な話し合いの時
間を確保するために､各
教材の終末には､「考え
よう」「自分を見つめよ
う」という設問が 1 つず
つある。 
〇新聞を教材化したも
のや漫画を使った教材
など、様々な視点から多
面的・多角的に考えられ
るよう工夫されている。 

Ｇ 

〇30 時間分の教材と､5
時間分の補充教材が用
意されている。 
〇1 年生の道徳の授業を
生命の誕生をたたえる
教材から始めている。明
るく前向きな内容の教
材を通して､お互いを認
めあう気持ちを育み､学
級開きの役割も果たし
ている。 
〇全学年の冒頭の「道徳
で学びを深めるために」
では､道徳科でどのよう
に学ぶかが記されてお
り､生徒が主体的に学ぶ
工夫がされている。 

〇教材名の下に導入と
なる発問が用意されて
おり､生徒が見通しをも
って学習することがで
きるように工夫されて
いる。 
〇「生命の尊さ」「いじ
めや差別のない社会」に
ついては複数の教材を
ユニット化して､各学年
2～3 時間まとめて学習
するよう配慮されてい
る。 
 

〇「けやき中」､「雅司､
由紀､美佐」シリーズが 3
年間通して掲載されて
おり､同世代の主人公を
通して､自分自身を見つ
める工夫がしてある。 
（1 年 p.94、154） 
〇各学年ともインパク
トのある写真が大きく
掲載されており､生徒の
興味や関心を高める工
夫がされている。 
(3 年 p.56～57) 
 

〇情報モラルに関する
教材を通して､コミュニ
ケーションとしての教
材機器とのよりよい付
き合い方を考え､実践し
ていく力を養うよう配
慮されている。 
（1 年 p.30、2 年 p.70、 
3 年 p.22） 

〇各学年「やってみよ
う」のページがあり､役
割演技を取り入れたり､
日々の体験を想起して
話し合ったりするよう
に工夫されている。 
（3 年 p.99） 

〇巻頭には 7つのテーマ
ごとに教材が整理され
ており､伝統・文化につ
いての学習も関連づけ
るようにしている。 
〇さまざまな学校行事
や体験活動との関連を
図りやすいように､教材
が工夫されている。 
（1 年 p.72、2 年 p.98、 
3 年 p.140） 

 

 

〇巻末に「都道府県にゆ
かりのある人物のその
言葉」が掲載されてお
り､郷土について理解が
深まるよう配慮されて
いる。 
〇教材によっては､教科
書での学びをさらに深
め､充実させるウエブサ
イト「学びリンク」が
用意されている。 
〇中学校での学習にス
ムーズに移行できるよ
うに､1 年生の 1～10 ま
での教材は本文の文字
を大きくし､読みやすく
している。 

〇各教材の終末の「学び
の道しるべ」には､3 つの
発問が記されており､教
材理解だけではなく､さ
まざまな角度から考え
たり話し合ったりでき
るように工夫されてい
る。 
〇巻末には教材ごとに
道徳の学びを記録する
欄と学期､学年ごとに道
徳の学びを振り返るペ
ージがあり､自分を見つ
めることができるよう
工夫されている。 
〇巻末の振り返り欄に
は保護者が記入する欄
もあり､家庭とのつなが
りも配慮されている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 道徳 No. （ 2 ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容､程度､分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性､地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｉ 

〇1 時間での扱いが可能
な 31 教材と付録の 4 教
材の 35 教材が配されて
いる。31 教材のうち 4 教
材は複数時間で扱うこ
ともできる。 
〇1 年間のスタートにあ
たって､目的意識をもっ
て授業を迎えられるよ
う､各学年の第 1 教材に
「道徳の授業を始めよ
う！」を､最終教材に 1年
間の振り返りのページ
が設けてある。 
 

〇教材名の横に内容項
目のキーワードを示し､
見通しをもって学習で
きるよう工夫されてい
る。 
〇教材の終わりの発問
は､教材との区切りが分
かりやすいように横組
みで提示している。 
〇年間を 3つのシーズン
（まとまり）に区切り､
それぞれに生徒の発達
段階を踏まえた学びの
テーマを設けている。 
〇各シーズンの中には､
テーマをもったいくつ
かのユニットに分かれ
ている。 

〇臨場感の溢れる写真
が数多く掲載されてい
る。（1 年 p.115､2 年
p.108､3 年 p.48）また､
イラストも大きく､イラ
ストや写真から感じ取
ったことをもとに授業
を展開していくことも
可能になっている。 
〇巻末には有名人直筆
のメッセージが掲載さ
れている。 

〇いじめ問題と情報モ
ラルについては､全学年
に「深めたいむ」を設け､
自分との関わりで考え
られるように配慮され
ている。（1 年 p.78､2 年
p.37､3 年 p.37） 
〇他者とよりよく関わ
るスキルを学ぶことが
できるように､「人と人
との関係づくり」が掲載
されている。 

〇巻末には教材別のテ
ーマ一覧表が掲載され
ており､現在または将来
と関わりのある 7つのテ
ーマについて教材との
関連を示している。 
〇震災を題材とした教
材により､「常に備え､未
来に伝える」という意識
をもつための配慮がな
されている。 
（1 年 p.55､2 年 p.69､ 
3 年 p.26） 

〇各教材の終末には､
「つなげよう」という問
いがあり､様々な学びへ
と広げる工夫がされて
あり､教育活動全体での
道徳教育への配慮がな
されている。 

〇巻末には､日本の郷土
玩具､日本各地の世界遺
産､日本の先駆者たちが
紹介されており､郷土に
ついての理解を深める
工夫がされている。 
〇巻末にはシーズンご
とに使える「学びの記
録」が用意されており､
自分の成長が感じられ
る工夫がされている。 
〇教材タイトルの下に
ある QA コードを読み取
ると､関連した写真や動
画を見ることができ､生
徒の興味・関心を深める
よう工夫されている。 

〇各教材の終末には発
問の手引きと問いや呼
びかけが提示されてお
り､多面的・多角的な見
方や考え方をできるよ
うに配慮されている。 
〇多岐に渡るテーマの
読み物教材に加え､問題
解決的な学習を取り入
れた教材､漫画や資料を
読んで考える教材など
様々な形態の教材から
多様な学びを引き出す
工夫がされている。 
（1 年 p.50､2 年 p.145､ 
3 年 p.84） 

Ｏ 

○35 時間分の教材とさ
まざまなコラムが用意
され､生徒の発達の段階
に応じて､内容と文字量
が考慮されている。 
○巻頭オリエンテーシ
ョンのページでは､道徳
科で学ぶことや学び方
が分かりやすく示され､
生徒が主体的に学習を
進められるよう工夫さ
れている。 

○1 年間の「学習の流れ」
が見えるよう､1年間を 3
つのまとまりに区切り､
適切な時期に学ぶべき
題材が学習できるよう
配慮しながら教材を配
列している。 
○『いじめ』と向き合う」
「よりよい社会と私た
ち」では､いじめの問題
や､よりよい社会の実現
について自分たちの問
題として主体的に考え
ていけるよう､多様な教
材やコラムをユニット
化し､年間で複数配置さ
れている。 
(2 年 p.10～20､28～44) 

○教材の初めに､登場人
物をイラストや写真で
紹介することで､生徒の
興味・関心を高めるとと
もに､内容把握を助け､
活動の時間を確保でき
るよう工夫されている。 
○脚注も多く､写真､イ
ラスト､図や表､地図が
効果的に配置されてい
る。 

○人権尊重の精神と生
命尊重を基本に､「いじ
めの防止」「安全の確保」
「情報モラル」などの現
代的・社会的課題への対
応を重視した教材が用
意されている。 
○「問題解決的な学習」
「体験的な学習」に適し
た教材のページには､
「学習の進め方」が例示
され､多様な学習に対応
できるよう工夫されて
いる。 
（1年 p.40～41､64～65） 
 

〇巻末の「内容項目別教
材一覧」には､各教材の
テーマのほか､他教科・
領域等との関連が示さ
れている。 
○道徳科以外の学習で
の活用や他教科との関
連を意識した「プラット
ホーム」､教材の内容理
解に役立つ「参考」､生き
方のヒントが示されて
いる「私の生き方」など
多彩なコラムが用意さ
れている。 

○B 判の本冊と別冊「道
徳ノート」が付属とし
て付き､自分の考えなど
を書くことで､道徳科の
学びを積み重ね､自らの
成長の様子が継続的に
把握できるよう工夫さ
れている。 
○「アイコン」が配置
された教材には､授業の
導入や展開で効果的に
活用できる参考動画や
関連画像などがインタ
ーネット上に準備され
ている。 

○「気づく」「考え､議論
する、深める」「見つめ
る､生かす」という 3 つ
のステップで 1時間の学
習の流れが見えるよう
工夫され､特に､最後の
ステップでは「自分に＋
1」として､この授業で学
んだことを前向きに生
かすための発問例が示
されている。 
○3 年間の発達の段階を
考慮し､キャリア教育の
理念に配慮しながら､学
年ごとのテーマ（1 年「で
あう」､2 年「みつめる」､
3 年「ひらく」）が設定
されている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 道徳 No. （ 3 ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容､程度､分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性､地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

Ｐ 

○35 時間分の教材がバ
ランスよく配列されて
いる。 
〇巻頭の「新しい扉を開
く」では､考えを深める
ための四つのステップ
を紹介し､見通しをもっ
て学習に臨めるよう配
慮されている。 
 

○自らの生き方を見つ
め､よりよく生きるため
の意欲を促そうと､さま
ざまな分野で活躍して
いる人や､後世に名を遺
した偉人の生き方に触
れる教材が多数用意さ
れている。 
○ユニット学習として､
テーマに沿った教材を
連続して掲載し､そのテ
ーマについて多面的・多
角的に学び､考えが深め
られるよう工夫されて
いる。 

○生徒の興味を引き出
しやすいよう､読み物資
料だけでなく､複数の意
見文の比較､吹き出しを
用いた話合い､紙面全体
に広がる写真や漫画な
どを用いている。 
（1 年 p.20～22､ 
p.120～121） 

○すべての教材の前に
キーフレーズを入れて､
生徒が教材に興味をも
てるよう工夫されてい
る。 

○「生命尊重」と「いじ
め防止」を重点テーマと
し､特に生命に関わる内
容の教材には「いのち」
のマークをつけ､多面的
に生命について考えら
れるよう工夫されてい
る。 
○「情報モラル」につい
ては､中学校 3 学年を通
して系統的に学べるよ
う､各学年で発達段階に
合わせてテーマ設定す
るなど配慮されている。 
 

○巻頭「さまざまなテー
マで学ぼう」では､各教
材とテーマの関連が分
かりやすく示されてい
る。 
○特設ページ「クローズ
アッププラス」で「メン
タルトレーニング」「ア
ンガーマネジメント」
「自己肯定感」を取り入
れ､実生活に役立てられ
るよう工夫されている。 
（2 年 p.93､p.55､p.85） 
 

○AB 判サイズで視覚的
にゆったりとした紙面
になっている。 
○デジタルコンテンツ
として､二次元コードを
使ってインターネット
上の補助教材にアクセ
スし､教材に関連する写
真や音声により学びを
深めたり広げたりでき
るよう工夫されている。 

〇巻頭に自分を見つめ
る「マイプロフィール」､
巻末に心の成長を振り
返る「心の四季」､各学期
の振り返りができる「学
びの記録」を配置し､1 年
間の自分の成長を感じ
られるよう工夫されて
いる。 
○教材末の「考えよう」
で､教材を基にこれから
の生き方について考え
るきっかけとなる質問
を示し､続く「深めよう」
で､自分の考えを深め広
げるために考えたこと
を記入する書き込み欄
を設けている。 

Ｔ 

〇本冊には 35 時間分の
教材があるほか､別冊
「中学生の道徳ノート」
には､授業の進め方に応
じて､柔軟に活用できる
資料も豊富に用意され
ている。 
〇本冊の巻頭「道徳の時
間とは」では､学年に応
じて道徳の時間との向
き合い方を示し､別冊巻
末の折り込みには､授業
の振り返りを行うチェ
ック欄や自分の目標や
課題を振り返る書き込
み欄がある「心のしお
り」が用意されている。 

〇「夜のくだもの屋」「美
しい母の顔」などこれま
で大切にしてきた感動
教材､名作教材を中心
に､人間のよさや気高さ
やすばらしさを感じる
ことのできる教材が多
く掲載されている。 
（1年 p.68～73､86～90） 
〇本冊では､教材をもと
に考えたり話し合った
りできるよう､また､別
冊では､書くことを通し
て道徳的思考を深めら
れるよう､2 冊を同時に
使うことの効果を考え
て構成されている。 
 

〇「友情・信頼」に関す
る教材では､生徒と同年
代の主人公の関係を成
長とともに 3年間追いな
がら考えることのでき
る教材を掲載すること
で､生徒の興味・関心を
高められるよう工夫さ
れている。 
（1 年 p.24～28､ 
2 年 p.132～137､ 
3 年 p.72～77） 

〇すべての教材の最後
には､自らの考え方を広
げる手かがりとなるよ
う､先人や現在活躍して
いる著名人の言葉が掲
載されている。 

〇「キャリア教育」「防
災教育」「福祉に関する
教育」など､現代的な課
題と向き合う教材を厳
選し､特に「生命尊重」と
「いじめ防止・人権尊
重」を重点的に扱えるよ
う工夫されている。 
〇教材の学びを深める
特集「thinking」が 3 編
設けられているほか､巻
末には「情報モラル」「持
続可能な社会の実現」等
の学びを深める特設ペ
ージが設けられている。 

〇巻末の「内容一覧」に
より､各教材が､他教科・
領域・現代的な課題等と
どうかかわっているの
か捉えられるようにな
っている。 
〇別冊「道徳ノート」に 
掲載されている資料は､
先人の逸話や言葉や詩
のほか､図や表､統計資
料など､社会や生活の問
題と結びつけながら､ま
た､自分自身の体験や学
校生活を振り返りなが
ら､思考を深められるよ
う工夫されている。 
 

〇AB 判で､紙面にゆとり
をもたせ､圧迫感のない
構成とし､1 年生は小学
校からの系統性を考慮
し､本文の文字が大きく
なっている 
〇「インターネット」マ
ークのある教材では､巻
頭の二次元コードによ
り関連するサイトや動
画などで学習を広げ深
められるよう工夫され
ている。 

〇本冊の教材ごとに「考
える・話し合う」を設け､
学習の手がかりや考え
を広げたり深めたりす
るための問いが設定さ
れている。 
〇別冊「道徳ノート」に
は､授業で考えたことを
記述するページ「学習の
記録」が用意され､授業
者の構想に応じて各内
容や場面を設定しなが
ら年間 35 時間の学習を
時系列に沿って記録す
ることができるよう工
夫されている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
種目名 ： 道徳 No. （ 3 ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容､程度､分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮等 

４．教科の特性､地域の実

態や課題への適合等 

５．各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６．その他 

 

       

Ｕ 

       

見本本の送付がありませんでした。 




